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(57)【要約】
【課題】ヘルプ機能性を有するパワーインジェクタの提
供。
【解決手段】ヘルプ機能性を備えるパワーインジェクタ
パワーインジェクタ（１０）が開示される。「ヘルプ出
力」として特徴付けられ得るものが、ヘルプの要求に応
答して、グラフィカルユーザインターフェース（１１）
上に表示され得る。このヘルプ出力は、パワーインジェ
クタ（１０）の現在の状況に基づき得、パワーインジェ
クタ（１０）のための操作者のマニュアルに対する相互
参照を伴い得、さらなる詳細を提供するように拡張され
得、またはそれらの任意の組み合わせであり得る。ヘル
プ出力に関連する少なくとも１つのシステム画面は、（
例えば、同時に、順番に）表示され得る。
【選択図】図３



(2) JP 2013-240720 A 2013.12.5

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
本願明細書に記載された発明。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　（関連出願）
　本願は、２００８年３月１１日に出願された米国仮出願第６１／０３５，５１８号（名
称「ＰＯＷＥＲ　ＩＮＪＥＣＴＯＲ　ＷＩＴＨ　ＨＥＬＰ　ＦＵＮＣＴＩＯＮＡＬＩＴＹ
」）に対する優先権を主張する。
【０００２】
　（発明の分野）
　本発明は、概して、パワーインジェクタの分野に関し、より具体的には、パワーインジ
ェクタの動作／利用に関する１つ以上の局面に支援を提供することに関する。
【背景技術】
【０００３】
　（背景）
　種々の医療処置では、１つ以上の薬液を患者に注入することが必要とされる。医療撮像
処置では、恐らく生理食塩水または他の流体とともに、患者に造影剤を注入することをし
ばしば伴う。他の医療処置では、治療目的のために１つ以上の流体を患者に注入すること
を伴う。このような種類の用途にパワーインジェクタを使用してもよい。
【０００４】
　パワーインジェクタは、概して、パワーヘッドと一般的に呼ばれるものを含む。１つ以
上のシリンジは、種々の様式（例えば、着脱式、後部装填、前部装填）でパワーヘッドに
装着されてもよい。各シリンジは、典型的には、シリンジプランジャ、ピストン、または
その均等物としての特徴を有してもよい。このようなシリンジプランジャの各々は、シリ
ンジプランジャ駆動アセンブリの動作によって、シリンジのバレルの内部に、およびそれ
に対して、関連するシリンジプランジャが軸方向に進むように、パワーヘッドに組み込ま
れる適切なシリンジプランジャ駆動アセンブリに相互作用する（例えば、接触および／ま
たは一時的に相互連結する）ように設計される。１つの典型的なシリンジプランジャ駆動
アセンブリは、ネジ山付きリードネジまたは駆動ネジ上に装着されるラム形式である。一
方の回転方向における駆動ネジの回転によって、関連するラムが一方の軸方向に進み、反
対の回転方向におけるリードネジの回転によって、関連するラムが反対の軸方向に進む。
【０００５】
　操作者マニュアル、サービスマニュアル、またはその均等物は、所与のパワーインジェ
クタモデルについて利用可能であり得る。操作者マニュアルは、注入処置に関するパワー
インジェクタの設定および／または動作に関する有益な情報を提供し得る。当然ながら、
パワーインジェクタのユーザが、該当するパワーインジェクタに精通し、かつその精通を
維持することが望ましい。これは、特に、注入処置の使用時に、操作者マニュアルと、パ
ワーインジェクタの製造会社により提供され得る他の書類とを定期的に復習することによ
って実行され得る。また、このようなパワーインジェクタの所有者は、そのパワーインジ
ェクタを使用する人員が定期的に訓練を受けることを求め、これにより、パワーインジェ
クタを危険に操作する可能性が低減するだけでなく、パワーインジェクタの設計に組み込
まれる種々の特徴をこの人員が完全に利用する可能性が増加し得る。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　（概要）
　本発明の第１の局面は、パワーヘッド、シリンジプランジャ駆動アセンブリ、および第
１のグラフィカルユーザインターフェースを含むパワーインジェクタによって具現化され
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る。シリンジは、パワーヘッド上に設置されてもよく、任意の適切な様式でシリンジプラ
ンジャ駆動アセンブリと相互作用または相互に作用するように設計されてもよい。第１の
ヘルプ出力は、第１のグラフィカルユーザインターフェース上に提示可能である。また、
この第１のヘルプ出力に対する少なくとも１つの相互参照も、第１のグラフィカルユーザ
インターフェース上に提示可能である。
【０００７】
　本発明の第１の局面に関連して上述した特徴について種々の改良点が存在する。また、
さらなる特徴も本発明の第１の局面に組み込んでもよい。これらの改良点および追加の特
徴は、第１の局面に関連して、個々にまたは任意の組み合わせで存在してもよい。まず、
第２の局面および第３の局面のうちの１つ以上に関連して後述する種々の特徴は、個々に
または任意の所望の組み合わせで、この第１の局面によって利用されてもよい。
【０００８】
　第１のヘルプ出力は、第１のヘルプトピックの形式であってもよく、少なくとも１つの
相互参照は、この第１のヘルプトピックに関連する少なくとも１つのシステム画面の形式
で、第１のグラフィカルユーザインターフェース上に提示されてもよい。この「システム
画面」は、流体を送達するためのパワーインジェクタの動作中に第１のグラフィカルユー
ザインターフェース上に提示される画面であってもよい。一実施形態では、第１のヘルプ
トピックに関連する少なくとも１つのシステム画面は、第１のヘルプトピックが提示され
た後に、第１のグラフィカルユーザインターフェース上に選択的に提示されてもよい。別
の実施形態では、第１のヘルプトピックに関連する少なくとも１つのシステム画面は、第
１のグラフィカルユーザインターフェース上に第１のヘルプトピックとともに同時に提示
されてもよい。さらに別の実施形態では、第１のヘルプトピックに関連する各システム画
面は、第１のグラフィカルユーザインターフェース上に提示されてもよい（例えば、同時
に、順番に）。
【０００９】
　第１のヘルプ出力に対する少なくとも１つの相互参照は、第１のヘルプ出力に関連する
パワーインジェクタのための操作者マニュアルの少なくとも１つの節の識別の形式で、第
１のグラフィカルユーザインターフェース上に提示されてもよく、操作者マニュアルの各
適用可能な部分の識別を含む。一実施形態では、この識別によって、ユーザは、操作者マ
ニュアルのハードコピーを読み出すことが可能になり、その少なくとも１つの該当節に進
むことが可能になる。第１のヘルプ出力に対する少なくとも１つの相互参照は、第１のヘ
ルプ出力に関するパワーインジェクタのための操作者マニュアルの少なくとも１つの節へ
のリンクの形式で、第１のグラフィカルユーザインターフェース上に提示されてもよく、
操作者マニュアルの各適用可能部分へのリンクを含む。操作者マニュアルは、電子的リン
クを「クリック」または「選択」することによって、操作者マニュアルの１つまたは複数
の該当節にユーザを導くように、電子的に格納されてもよい。
【００１０】
　第１のグラフィカルユーザインターフェース上に提示される第１のヘルプ出力は、第１
のレベルのヘルプ情報を含んでもよい。第１のグラフィカルユーザインターフェース上に
提示され得る第１のヘルプ出力に対する相互参照は、第１のヘルプ出力が包含するよりも
詳細である第２のレベルのヘルプ情報を有してもよい。一実施形態では、第１のヘルプ出
力に対する相互参照は、第１のヘルプ出力により提供される内容の拡張またはより詳細な
バージョンである。この拡張ヘルプ情報は、「拡張」ボタン、アイコン、またはその均等
物を選択または起動することを含む任意の適切な様式で生成されてもよい。
【００１１】
　本発明の第２の局面は、パワーヘッド、シリンジプランジャ駆動アセンブリ、および第
１のグラフィカルユーザインターフェースを含むパワーインジェクタによって具現化され
る。シリンジは、パワーヘッド上に設置されてもよく、任意の適切な様式でシリンジプラ
ンジャ駆動アセンブリと相互作用または相互に作用するように設計されてもよい。第１の
ヘルプ出力は、第１のグラフィカルユーザインターフェース上に提示可能であり、この第
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１のヘルプ出力は、パワーインジェクタの現在の状態に基づく。
【００１２】
　本発明の第２の局面に関連して上述した特徴について種々の改良点が存在する。また、
さらなる特徴も本発明の第２の局面に組み込んでもよい。これらの改良点および追加の特
徴は、第２の局面に関連して、個々にまたは任意の組み合わせで存在してもよい。まず、
第１の局面に関連して上述する種々の特徴ならびに第３の局面に関連して後述する種々の
特徴は、個々にまたは任意の所望の組み合わせで、この第２の局面によって利用されても
よい。
【００１３】
　パワーインジェクタの現在の状態は、任意の適切な様式で監視または決定されてもよい
。この第２の局面の目的のための代表的なパワーインジェクタの状態には、パワーインジ
ェクタの電源がオンであり、かつシリンジがパワーヘッド上に設置されていない状態、少
なくとも１つのシリンジがパワーヘッド上に設置されている状態、パワーヘッドが上方に
傾斜した位置にある状態、空気パージ動作が実行されている状態、空気パージ動作が完了
した状態、パワーヘッドが下方に傾斜した位置にある状態、パワーインジェクタが使用可
能になる準備が整った状態、パワーインジェクタが使用可能である状態、開存性確認注入
が実行されている状態、開存性確認が完了した状態、滴下モード注入が実行されている状
態、滴下モード注入が終了した状態、タイミングボーラス注入が実行されている状態、タ
イミングボーラス注入が完了した状態、注入が実行されている状態、注入が中断された状
態、注入が失敗した状態、注入が完了した状態、各シリンジがパワーヘッドから取り外さ
れた状態、「各シリンジプランジャドライバを元の位置に戻す」動作が実行されている状
態、およびパワーインジェクタが構成される多数のシリンジを受け入れる準備がパワーイ
ンジェクタに整った状態が含まれるが、これらに限定されない。
【００１４】
　本発明の第３の局面は、パワーヘッド、シリンジプランジャ駆動アセンブリ、および第
１のグラフィカルユーザインターフェースを含むパワーインジェクタによって具現化され
る。シリンジは、パワーヘッド上に設置されてもよく、任意の適切な様式でシリンジプラ
ンジャ駆動アセンブリと相互作用または相互に作用するように設計されてもよい。このパ
ワーインジェクタは、パワーインジェクタ制御論理をさらに含み、次いで、パワーインジ
ェクタ制御論理は、流体送達論理およびヘルプモード論理を含む。パワーインジェクタは
、流体を送達するための流体送達論理に従って動作してもよい。また、パワーインジェク
タは、流体がパワーインジェクタにより送達されないヘルプモード論理に従って動作して
もよい。したがって、ヘルプモード論理は、個別指導モードまたはその均等物として特徴
付けられてもよい。
【００１５】
　本発明の第３の局面に関連して上述した特徴について種々の改良点が存在する。また、
さらなる特徴も本発明の第３の局面に組み込んでもよい。これらの改良点および追加の特
徴は、第３の局面に関連して、個々にまたは任意の組み合わせで存在してもよい。まず、
第１の局面に関連して上述する種々の特徴は、個々にまたは任意の所望の組み合わせで、
この第３の局面によって利用されてもよい。
【００１６】
　パワーインジェクタがヘルプモード論理に従って動作する場合、少なくとも１つのシス
テム画面は、第１のグラフィカルユーザインターフェース上に提示可能である。本システ
ム画面は、パワーインジェクタが流体送達モードで動作する場合に利用されるものであり
、任意の適切な様式で選択または読み出されてもよい。任意のこのようなシステム画面か
ら選択可能なオブジェクトを選択することは、第１のグラフィカルユーザインターフェー
ス上に第１のヘルプ出力を提示する。任意の適切な選択可能なオブジェクトは、システム
画面上に含まれてもよい。複数の選択可能なオブジェクトは、任意のこのようなシステム
画面上に含まれてもよい。任意の適切な数の選択可能なオブジェクトが、任意のこのよう
なシステム画面上に含まれてもよい。一実施形態では、パワーインジェクタが流体送達モ
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ードで動作する場合に提示される各システム画面は、パワーインジェクタがヘルプモード
論理に従って動作する場合にも、第１のグラフィカルユーザインターフェース上に提示可
能である。例えば、ユーザは、種々のシステム画面をスクロールすることが可能であって
もよく、システム画面上に含まれる種々のパラメータ、データ、記号表示、およびボタン
またはキーに関するヘルプ情報を読み出すことが可能であってもよい。
【００１７】
　本発明の第４の局面は、パワーインジェクタを動作するための方法によって具現化され
る。ヘルプは、パワーインジェクタの少なくとも１つの局面に関して要求されてもよい。
第１のヘルプ出力は、この要求に応答して、第１のグラフィカルユーザインターフェース
上に表示される。第１のヘルプ出力に対する少なくとも１つの相互参照は、第１のグラフ
ィカルユーザインターフェース上に表示される（例えば、第１のヘルプ出力と同時に；第
１のヘルプ出力の表示のしばらく後に）。第１の局面に関して上述した種々の特徴は、個
々にまたは任意の所望の組み合わせで、この第４の局面によって利用されてもよい。
【００１８】
　本発明の第５の局面は、パワーインジェクタを動作するための方法によって具現化され
る。パワーインジェクタの状態が決定される。ヘルプは、パワーインジェクタの少なくと
も１つの局面に関して要求されてもよい。第１のヘルプ出力は、この要求に応答して、第
１のグラフィカルユーザインターフェース上に提示され、この第１のヘルプ出力は、パワ
ーインジェクタの現在の状態に基づく。第２の局面に関して上述した種々の特徴は、個々
にまたは任意の所望の組み合わせで、この第５の局面によって利用されてもよい。
【００１９】
　本発明の第６の局面は、パワーインジェクタを動作するための方法によって具現化され
る。このパワーインジェクタは、少なくとも流体送達モードおよびヘルプモードの各々に
おいて動作し得る。パワーインジェクタは、ヘルプモードにおける動作時ではなく、流体
送達モードにおける動作時に流体を送達する。ヘルプモードが動作の選択されたモードで
ある場合、少なくとも１つのシステム画面が表示される。また、本システム画面は、パワ
ーインジェクタが流体送達モードで動作する場合にも提示される。いずれの場合において
も、ユーザは、表示されたシステム画面上に含まれる複数のオブジェクトの各々に関する
ヘルプ情報を選択的に表示してもよい。第６の局面により必要とされていないが、パワー
インジェクタがその流体送達モードで動作する場合に表示される各システム画面は、パワ
ーインジェクタがそのヘルプモードで動作する場合にも表示されてもよい。第３の局面に
関して上述した種々の特徴は、個々にまたは任意の所望の組み合わせで、この第６の局面
によって利用されてもよい。
【００２０】
　本発明の第７の局面は、パワーヘッド、シリンジプランジャ駆動アセンブリ、および第
１のグラフィカルユーザインターフェースを含むパワーインジェクタによって具現化され
る。シリンジは、パワーヘッド上に設置されてもよく、任意の適切な様式でシリンジプラ
ンジャ駆動アセンブリと相互作用または相互に作用するように設計されてもよい。また、
パワーインジェクタは、第１のグラフィカルユーザインターフェース上の選択されたヘル
プトピックと、この選択されたヘルプトピックに関連する少なくとも１つのシステム画面
との両方を表示するように構成されるヘルプ論理も含む。ヘルプトピックおよび関連する
システム画面が同時に表示されてもよいが、ヘルプトピックおよび１つ以上の関連するシ
ステム画面は、第７の局面の場合のように順番に表示されてもよい。
【００２１】
　本発明の第８の局面は、パワーインジェクタを動作するための方法によって具現化され
る。ヘルプは、パワーインジェクタの少なくとも１つの局面に関して要求されてもよい。
第１のヘルプ出力は、この要求に応答して、第１のグラフィカルユーザインターフェース
上に表示される。少なくとも１つのシステム画面は、この第１のヘルプ出力に関連する第
１のグラフィカルユーザインターフェース上に表示される（例えば、第１のヘルプ出力と
同時に；第１のヘルプ出力の表示のしばらく後に）。
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【００２２】
　本発明の第９の局面は、パワーヘッド、シリンジプランジャ駆動アセンブリ、および第
１のグラフィカルユーザインターフェースを含むパワーインジェクタによって具現化され
る。シリンジは、パワーヘッド上に設置されてもよく、任意の適切な様式でシリンジプラ
ンジャ駆動アセンブリと相互作用または相互に作用するように設計されてもよい。また、
パワーインジェクタは、第１のグラフィカルユーザインターフェース上の選択されたヘル
プトピックを、この第１のヘルプ出力が処理される（例えば、より詳細に）パワーインジ
ェクタのための操作者マニュアルの少なくとも１つの節に対する相互参照とともに表示す
るように構成されるヘルプ論理も含む。この相互参照は、単に、操作者マニュアルの該当
節を列挙してもよく、または操作者マニュアルの電子的コピーへの電子的リンクもしくは
その均等物の形式であってもよい。
【００２３】
　本発明の第１０の局面は、パワーインジェクタを動作するための方法によって具現化さ
れる。ヘルプは、パワーインジェクタの少なくとも１つの局面に関して要求されてもよい
。第１のヘルプ出力は、この要求に応答して、第１のグラフィカルユーザインターフェー
ス上に表示される。また、この第１のヘルプ出力が処理される（例えば、より詳細に）パ
ワーインジェクタのための操作者マニュアルの少なくとも１つの節に対する相互参照も、
第１のグラフィカルユーザインターフェース上に表示される。この相互参照は、単に、操
作者マニュアルの該当節を列挙してもよく、または操作者マニュアルの電子的コピーへの
電子的リンクもしくはその均等物の形式であってもよい。
【００２４】
　本発明の第１１の局面は、パワーヘッド、シリンジプランジャ駆動アセンブリ、および
第１のグラフィカルユーザインターフェースを含むパワーインジェクタによって具現化さ
れる。シリンジは、パワーヘッド上に設置されてもよく、任意の適切な様式でシリンジプ
ランジャ駆動アセンブリと相互作用または相互に作用するように設計されてもよい。また
、パワーインジェクタは、選択されたヘルプトピックに関する第１のレベルの情報と、こ
の同一の選択されたヘルプトピックに関する第２のレベルの情報との各々を表示するよう
に構成されるヘルプ論理も含み、この場合、第２のレベルの情報は、第１のレベルの情報
よりも詳細である。一実施形態では、第１のレベルの情報は、ヘルプの要求時に最初に表
示されるものであり、その後、追加または拡張ヘルプ情報の要求に応答して、第２のレベ
ルの情報が表示される。
【００２５】
　本発明の第１２の局面は、パワーインジェクタを動作するための方法によって具現化さ
れる。ヘルプは、パワーインジェクタの少なくとも１つの局面に関して要求されてもよい
。第１のヘルプ出力は、この要求に応答して、第１のグラフィカルユーザインターフェー
ス上に表示される。パワーインジェクタの該当する局面に関するより詳細な情報を入手す
るためにオプションが提供される。
【００２６】
　本発明の第１３の局面は、パワーヘッド、シリンジプランジャ駆動アセンブリ、および
第１のグラフィカルユーザインターフェースを含むパワーインジェクタによって具現化さ
れる。シリンジは、パワーヘッド上に設置されてもよく、任意の適切な様式でシリンジプ
ランジャ駆動アセンブリと相互作用または相互に作用するように設計されてもよい。また
、パワーインジェクタは、第１のグラフィカルユーザインターフェース上に表示中の画面
上に含まれるヘルプボタンまたはその均等物とともに、ヘルプ論理も含む。ヘルプ論理は
、ヘルプボタンが任意の適切な様式で選択された場合に、パワーインジェクタが一時的に
ヘルプモードに配置されるように構成されてもよい（例えば、ヘルプ機能性が使用可能で
ある間、パワーインジェクタの動作は、一時的に中断されてもよい）。その後、第１のグ
ラフィカルユーザインターフェース上に提示中の画面のオブジェクト（例えば、一定のボ
タン、一定のパラメータ、一定の記号、一定のグラフ表現）を選択することによって、選
択されたオブジェクトに関するヘルプ表示が第１のグラフィカルユーザインターフェース
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上に提示される。パワーインジェクタのヘルプ機能性および／または中断状態は、任意の
適切な様式で終了してもよい（例えば、表示されるヘルプ情報と併せて第１のグラフィカ
ルユーザインターフェース上に表示され得る「閉鎖ボタン」またはその均等物を選択する
ことによって）。ヘルプ機能性を終了することは、パワーインジェクタを任意の適切な状
態（例えば、ヘルプ情報の最初の要求時のパワーインジェクタの状態）に戻してもよい。
この第１３の局面に関連して言及される種々の「選択」は、第１のグラフィカルユーザイ
ンターフェースを触れることによって（例えば、第１のグラフィカルユーザインターフェ
ースがタッチスクリーンディスプレイの形式である場合）、第１のグラフィカルユーザイ
ンターフェース上に提示される画面上の適切な位置でマウスを「クリック」することによ
って、またはその均等物によって等の、任意の適切な様式で実行されてもよい。
【００２７】
　本発明の第１４の局面は、パワーインジェクタを動作する方法によって具現化される。
第１のグラフィカルユーザインターフェース上に提示される画面上のヘルプボタンまたは
その均等物は、任意の適切な様式で（第１３の局面に関連して上述した様式で）選択され
得る。これは、一時的にパワーインジェクタをヘルプモード配置し得る（例えば、ヘルプ
機能性が使用可能である間、パワーインジェクタの動作は、一時的に中断されてもよい）
。次いで、ユーザは、第１のグラフィカルユーザインターフェース上に表示中の画面上の
種々の異なる項目に関するヘルプ情報を要求してもよく、要求されたヘルプ情報は、任意
の適切な様式で第１のグラフィカルユーザインターフェース上に表示されてもよい。パワ
ーインジェクタのヘルプ機能性および／または中断状態は、任意の適切な様式で終了して
もよい（例えば、表示されるヘルプ情報と併せて第１のグラフィカルユーザインターフェ
ース上に表示され得る「閉鎖ボタン」またはその均等物を選択することによって）。ヘル
プ機能性を終了することは、パワーインジェクタを任意の適切な状態（例えば、ヘルプ情
報の要求時のパワーインジェクタの状態）に戻してもよい。
【００２８】
　本発明の第１４の局面を介して上述した第1のものの各々に関連して上述した特徴につ
いて種々の改良点が存在する。また、さらなる特徴も本発明の第１４の局面を介して上述
した第1のものの各々に組み込んでもよい。これらの改良点および追加の特徴は、第１４
の局面を介した第1のもの各々関連して、個々にまたは任意の組み合わせで存在してもよ
い。すなわち、別途明記しない限り、後述する以下の特徴の各々を、任意の他の特徴また
は特徴の組み合わせとともに使用することは必要とされない。
【００２９】
　パワーインジェクタは、任意の適切なサイズ、形状、構成、および／または種類を有し
てもよい。パワーインジェクタは、任意の適切なサイズ、形状、構成、および／または種
類の１つ以上のシリンジプランジャ駆動アセンブリまたはドライバを利用してもよく、こ
のような各シリンジプランジャドライバは、少なくとも双方向移動（例えば、流体の放出
のための第１の方向における移動、流体の装填に対応するため、または後続の流体放出動
作の位置に戻すような第２の方向における移動）が可能であり、このような各シリンジプ
ランジャドライバは、シリンジプランジャを少なくとも１つの方向に進めることが可能で
あるように（例えば、流体を放出するために）、任意の適切な様式で（例えば、機械的接
触によって、適切な連結具（機械的または別の様態）によって）、その対応するシリンジ
プランジャと相互に作用してもよい。パワーインジェクタは、任意の適切な医療用途（例
えば、コンピュータ断層撮影法またはＣＴ画像法、磁気共鳴映像法またはＭＲＩ、ＳＰＥ
ＣＴ画像法、ＰＥＴ画像法、Ｘ線画像法、血管造影画像法、光学的画像法、超音波画像法
）が含まれるがこれらに限定されない１つ以上の薬液の送達が所望される任意の適切な用
途のために、任意の適切な様式で（例えば、患者等の流体標的への注入を介して）使用さ
れてもよい。パワーインジェクタは、適切な撮像システム（例えば、ＣＴスキャナ）等の
任意の構成要素または構成要素の組み合わせと併用してもよい。例えば、パワーインジェ
クタと１つ以上の他の構成要素との間で、情報（例えば、走査遅延情報、注入開始信号、
注入速度）を伝達してもよい。
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【００３０】
　任意の適切な数のシリンジは、任意の適切な様式（例えば、着脱式、前部装着、後部装
着、側面装着）で、パワーインジェクタとともに利用されてもよく、任意の適切な薬液は
、パワーインジェクタの所与のシリンジから放出されてもよく（造影剤、放射性医薬品、
生理食塩水、およびそれらの任意の組み合わせ）、任意の適切な流体は、任意の適切な様
式（例えば、順番に、同時に）またはそれらの任意の組み合わせで、複数のシリンジパワ
ーインジェクタ構成から放出されてもよい。一実施形態では、パワーインジェクタの動作
によるシリンジから放出された流体は、導管に指向され、ここで、この導管は、任意の適
切な様式でシリンジと流体的に相互連結され、流体を所望の位置（例えば、例えば注入の
ために患者に挿入されるカテーテル）に指向する。
【００３１】
　第１のグラフィカルユーザインターフェースは、パワーインジェクタのパワーヘットに
関連する（例えば、その上に組み込まれる）。コンソールは、パワーヘッドに動作可能に
相互連結されてもよく、パワーインジェクタの構成要素として考えられてもよく、このコ
ンソールは、第１のグラフィカルユーザインターフェースを組み込んでもよい。第１のグ
ラフィカルユーザインターフェースは、パワーヘッドおよびコンソールの各々に提供され
てもよい。一実施形態では、第１のグラフィカルユーザインターフェースは、タッチスク
リーンディスプレイの形式である。ヘルプ情報は、タッチスクリーンディスプレイの特定
の１つまたは複数の部分に触れることによって、第１のグラフィカルユーザインターフェ
ース上に提示され得る。しかしながら、マウスまたは第１のグラフィカルユーザインター
フェース上で選択する任意の他の適切な方式を利用してもよい。
【００３２】
　第１のグラフィカルユーザインターフェース上に提示されるヘルプ情報は、テキスト提
示、グラフィカル提示、またはそれらの組み合わせ等の任意の適切な形式であってもよい
。ヘルプ情報は、任意の適切な様式で、第１のグラフィカルユーザインターフェース上に
、またはそれを介して、ヘルプを要求することに応答して提示されてもよい。例えば、「
ヘルプボタン」は、第１のグラフィカルユーザインターフェース上に提示されてもよい。
一実施形態では、任意のこのようなヘルプボタンを選択または起動することによって、一
時的にパワーインジェクタがヘルプモードに配置され、第１のグラフィカルユーザインタ
ーフェース上の現在の画面からのオブジェクトの後続の選択が、関連するヘルプ情報を表
示するようになる。別の実施形態では、任意のこのようなヘルプボタンを選択または起動
することによって、第１のグラフィカルユーザインターフェース上に適切なヘルプ画面が
提示されてもよい。一実施形態では、このヘルプ画面によって、キーワード検索、キーワ
ード索引、またはそれらの組み合わせによりヘルプトピックのリストを視認することによ
って種々のヘルプトピックの識別が可能になる。
【００３３】
　個々のヘルプアイコンまたはその均等物は、第１のグラフィカルユーザインターフェー
ス上に提示される１つ以上のオブジェクトのために提示されてもよい。特定のヘルプアイ
コンを起動または選択することによって、関連のオブジェクトに関連するヘルプ情報が第
１のグラフィカルユーザインターフェース上に表示され得る。複数のオブジェクトの各々
は、このようなヘルプアイコンを含んでもよく、第１のヘルプアイコンを起動または選択
することによって、第１のオブジェクトに関連するヘルプ情報が提示され、第２のヘルプ
アイコンを起動または選択することによって、異なる第２のオブジェクトに関連するヘル
プ情報が提示される。ヘルプ情報が読み出され得る第１のグラフィカルユーザインターフ
ェース画面上の代表的なオブジェクト画面は、種々のパラメータ、データ、記号表示、お
よびボタンまたはキーを含む。
本発明は、例えば、以下を提供する。
（項目１）
　パワーヘッドであって、シリンジが該パワーヘッド上に設置され得る、パワーヘッドと
、
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　シリンジプランジャ駆動アセンブリと、
　第１のグラフィカルユーザインターフェースと、
　該第１のグラフィカルユーザインターフェース上に提示可能である第１のヘルプ出力と
、
　該第１のグラフィカルユーザインターフェース上に提示可能である該第１のヘルプ出力
に関する少なくとも１つの相互参照と
　を備えている、パワーインジェクタ。
（項目２）
　上記第１のヘルプ出力は、第１のヘルプトピックを備え、上記少なくとも１つの相互参
照は、該第１のヘルプトピックに関連する少なくとも１つのシステム画面を備えている、
項目１に記載のパワーインジェクタ。
（項目３）
　上記少なくとも１つのシステム画面は、上記第１のヘルプ出力が上記第１のグラフィカ
ルユーザインターフェース上に提示された後に、選択的に提示可能である、項目２に記載
のパワーインジェクタ。
（項目４）
　上記少なくとも１つのシステム画面は、上記第１のグラフィカルユーザインターフェー
ス上に、上記第１のヘルプ出力とともに同時に提示可能である、項目２に記載のパワーイ
ンジェクタ。
（項目５）
　上記第１のヘルプ出力は、第１のヘルプトピックを備え、上記少なくとも１つの相互参
照は、該第１のヘルプトピックに関連する上記システム画面をそれぞれ備えている、項目
１～４のいずれかに記載のパワーインジェクタ。
（項目６）
　上記少なくとも１つの相互参照は、上記第１のヘルプ出力に関連する上記パワーインジ
ェクタのための操作者マニュアルの少なくとも１つの節の識別を備えている、項目１～５
のいずれかに記載のパワーインジェクタ。
（項目７）
　上記パワーインジェクタのための操作者マニュアルは、電子的に格納され、上記少なく
とも１つの相互参照は、上記第１のヘルプ出力に関連する該操作者マニュアルの少なくと
も１つの節への電子的リンクを備えている、項目１～６のいずれかに記載のパワーインジ
ェクタ。
（項目８）
　上記第１のヘルプ出力は、第１のレベルのヘルプ情報を備え、上記少なくとも１つの相
互参照は、該第１のレベルよりも詳細である第２のレベルのヘルプ情報へのリンクを備え
ている、項目１～７のいずれかに記載のパワーインジェクタ。
（項目９）
　上記第１のヘルプ出力は、第１のレベルのヘルプ情報を備え、上記少なくとも１つの相
互参照は、該第１のレベルよりも詳細である第２のレベルのヘルプ情報を備えている、項
目１～８のいずれかに記載のパワーインジェクタ。
（項目１０）
　ヘルプトピックは、上記パワーインジェクタの現在の状態に基づいて、上記第１のグラ
フィカルユーザインターフェース上に提示可能である、項目１～９のいずれかに記載のパ
ワーインジェクタ。
（項目１１）
　上記現在の状態は、上記パワーインジェクタの電源がオンであり、かつシリンジが上記
パワーヘッド上に設置されていない状態、少なくとも１つのシリンジが該パワーヘッド上
に設置されている状態、該パワーヘッドが上方に傾斜した位置にある状態、空気パージ動
作が実行されている状態、空気パージ動作が完了した状態、該パワーヘッドが下方に傾斜
した位置にある状態、該パワーインジェクタが使用可能になるように準備された状態、該
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パワーインジェクタが使用可能である状態、開存性確認注入が実行されている状態、開存
性確認が完了した状態、滴下モード注入が実行されている状態、滴下モード注入が終了し
た状態、タイミングボーラス注入が実行されている状態、タイミングボーラス注入が完了
した状態、注入が実行されている状態、注入が中断された状態、注入が失敗した状態、注
入が完了した状態、各シリンジが該パワーヘッドから取り外された状態、「各シリンジプ
ランジャドライバを元の位置に戻す」動作が実行されている状態、および該パワーインジ
ェクタが構成される多数のシリンジを受け入れるように該パワーインジェクタが準備され
た状態から成る群から選択される、項目１０に記載のパワーインジェクタ。
（項目１２）
　上記第１のヘルプ出力は、上記ヘルプトピックを備える、項目１０～１１のいずれかに
記載のパワーインジェクタ。
（項目１３）
　流体送達論理およびヘルプモード論理を備えているパワーインジェクタ制御論理をさら
に備え、上記パワーインジェクタは、該流体送達論理およびヘルプモード論理の各々に従
って別々に動作され得、流体は、該ヘルプモード論理に従って動作する場合に、該パワー
インジェクタによって送達不可能である、項目１～１２のいずれかに記載のパワーインジ
ェクタ。
（項目１４）
　上記パワーインジェクタが上記ヘルプモード論理に従って動作する場合、該パワーイン
ジェクタが上記流体送達論理に従って動作する場合からの少なくとも１つのシステム画面
は、上記第１のグラフィカルユーザインターフェース上に提示可能であり、該第１のグラ
フィカルユーザインターフェース上の該少なくとも１つのシステム画面からの選択可能な
オブジェクトを選択することは、該第１のグラフィカルユーザインターフェース上に関連
するヘルプトピックを提示する、項目１３に記載のパワーインジェクタ。
（項目１５）
　上記パワーインジェクタが上記ヘルプモード論理に従って動作する場合、該パワーイン
ジェクタが上記流体送達論理に従って動作する場合からの上記システム画面は、それぞれ
、上記第１のグラフィカルユーザインターフェース上に提示可能であり、該第１のグラフ
ィカルユーザインターフェース上に提示されている該システム画面から選択可能なオブジ
ェクトを選択することは、該第１のグラフィカルユーザインターフェース上に関連するヘ
ルプトピックを提示する、項目１４に記載のパワーインジェクタ。
（項目１６）
　上記第１のヘルプ出力は、上記関連するヘルプトピックを備えている、項目１３～１５
のいずれかに記載のパワーインジェクタ。
（項目１７）
　パワーヘッドであって、シリンジが該パワーヘッド上に設置され得る、パワーヘッドと
、
　シリンジプランジャ駆動アセンブリと、
　第１のグラフィカルユーザインターフェースと、
　該第１のグラフィカルユーザインターフェース上で提示可能であり、かつ該パワーイン
ジェクタの現在の状態に基づく第１のヘルプ出力と
　を備えている、パワーインジェクタ。
（項目１８）
　上記現在の状態は、上記パワーインジェクタの電源がオンであり、かつシリンジが上記
パワーヘッド上に設置されていない状態、少なくとも１つのシリンジが該パワーヘッド上
に設置されている状態、該パワーヘッドが上方に傾斜した位置にある状態、空気パージ動
作が実行されている状態、空気パージ動作が完了した状態、該パワーヘッドが下方に傾斜
した位置にある状態、該パワーインジェクタが使用可能であるように準備された状態、該
パワーインジェクタが使用可能である状態、開存性確認注入が実行されている状態、開存
性確認が完了した状態、滴下モード注入が実行されている状態、滴下モード注入が終了し
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た状態、タイミングボーラス注入が実行されている状態、タイミングボーラス注入が完了
した状態、注入が実行されている状態、注入が中断された状態、注入が失敗した状態、注
入が完了した状態、各シリンジが該パワーヘッドから取り外された状態、「各シリンジプ
ランジャドライバを元の位置に戻す」動作が実行されている状態、および該パワーインジ
ェクタが構成される多数のシリンジを受け入れるように該パワーインジェクタが準備され
た状態から成る群から選択される、項目１７に記載のパワーインジェクタ。
（項目１９）
　上記第１のヘルプ出力に関連する上記パワーインジェクタのための操作者マニュアルの
少なくとも１つの節に対する第１の相互参照をさらに備え、該第１の相互参照は、上記第
１のグラフィカルユーザインターフェース上に提示可能である、項目１７～１８のいずれ
かに記載のパワーインジェクタ。
（項目２０）
　上記操作者マニュアルは、電子的に格納され、上記第１の相互参照は、該操作者マニュ
アルの上記少なくとも１つの節への電子的リンクを備えている、項目１９に記載のパワー
インジェクタ。
（項目２１）
　上記第１のグラフィカルユーザインターフェース上に提示可能であり、かつ上記第１の
ヘルプ出力にトピック的に関連する第２の相互参照をさらに備え、該第１のヘルプ出力は
、第１のレベルのヘルプ情報を備え、該第２の相互参照は、上記第１のレベルよりも詳細
である第２のレベルのヘルプ情報へのリンクを備えている、項目１７～２０のいずれかに
記載のパワーインジェクタ。
（項目２２）
　上記第１のヘルプ出力は、第１のレベルのヘルプ情報を備え、上記パワーインジェクタ
は、上記第１のレベルよりも詳細であり、かつ上記第１のヘルプ出力にトピック的に関連
する第２のレベルのヘルプ情報へのリンクを備えている、項目１７～２０のいずれかに記
載のパワーインジェクタ。
（項目２３）
　流体送達論理およびヘルプモード論理を備えているパワーインジェクタ制御論理をさら
に備え、上記パワーインジェクタは、該流体送達論理およびヘルプモード論理の各々に従
って別々に動作され得、流体は、該ヘルプモード論理に従って動作する場合に、該パワー
インジェクタによって送達不可能である、項目１７～２２のいずれかに記載のパワーイン
ジェクタ。
（項目２４）
　上記パワーインジェクタが上記ヘルプモード論理に従って動作する場合、少なくとも１
つのシステム画面は、上記第１のグラフィカルユーザインターフェース上に提示可能であ
り、該第１のグラフィカルユーザインターフェース上の該少なくとも１つのシステム画面
から選択可能なオブジェクトを選択することは、該第１のグラフィカルユーザインターフ
ェース上に関連のヘルプトピックを提示する、項目２３に記載のパワーインジェクタ。
（項目２５）
　上記パワーインジェクタが上記ヘルプモード論理に従って動作する場合、上記システム
画面は、それぞれ、上記第１のグラフィカルユーザインターフェース上に提示可能であり
、該第１のグラフィカルユーザインターフェース上に提示中の該システム画面から選択可
能なオブジェクトを選択することは、該第１のグラフィカルユーザインターフェース上に
、関連するヘルプトピックを提示する、項目２３に記載のパワーインジェクタ。
（項目２６）
　パワーヘッドであって、シリンジが該パワーヘッド上に設置され得る、パワーヘッドと
、
　シリンジプランジャ駆動アセンブリと、
　第１のグラフィカルユーザインターフェースと、
　流体送達論理およびヘルプモード論理を備えているパワーインジェクタ制御論理であっ
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て、該パワーインジェクタは、該流体送達論理およびヘルプモード論理の各々に従って別
々に動作され得、流体は、該ヘルプモード論理に従って動作する場合に、該パワーインジ
ェクタによって送達不可能である、パワーインジェクタ。
（項目２７）
　上記パワーインジェクタが上記ヘルプモード論理に従って動作する場合、該パワーイン
ジェクタが上記流体送達論理に従って動作する場合からの少なくとも１つのシステム画面
は、上記第１のグラフィカルユーザインターフェース上に提示可能であり、該第１のグラ
フィカルユーザインターフェース上の該少なくとも１つのシステム画面から選択可能なオ
ブジェクトを選択することは、該第１のグラフィカルユーザインターフェース上に第１の
ヘルプ出力を提示する、項目２６に記載のパワーインジェクタ。
（項目２８）
　上記パワーインジェクタが上記ヘルプモード論理に従って動作する場合、該パワーイン
ジェクタが上記流体送達論理に従って動作する場合からの上記システム画面は、それぞれ
、上記第１のグラフィカルユーザインターフェース上に提示可能であり、該第１のグラフ
ィカルユーザインターフェース上に提示されている該システム画面から選択可能なオブジ
ェクトを選択することは、該第１のグラフィカルユーザインターフェース上にヘルプ出力
を提示する、項目２６に記載のパワーインジェクタ。
（項目２９）
　上記第１のヘルプ出力に関連する上記パワーインジェクタのための操作者マニュアルの
少なくとも１つの節に対する第１の相互参照をさらに備え、該第１の相互参照は、上記第
１のグラフィカルユーザインターフェース上に提示可能である、項目２７～２８のいずれ
かに記載のパワーインジェクタ。
（項目３０）
　上記操作者マニュアルは、電子的に格納され、上記相互参照は、該操作者マニュアルの
上記少なくとも１つの節への電子的リンクを備えている、項目２９に記載のパワーインジ
ェクタ。
（項目３１）
　上記第１のグラフィカルユーザインターフェース上に提示可能であり、かつ上記第１の
ヘルプ出力にトピック的に関連する第２の相互参照をさらに備え、該第１のヘルプ出力は
、第１のレベルのヘルプ情報を備え、該第２の相互参照は、該第１のレベルよりも詳細で
ある第２のレベルのヘルプ情報へのリンクを備えている、項目２７～３０のいずれかに記
載のパワーインジェクタ。
（項目３２）
　上記第１のヘルプ出力は、第１のレベルのヘルプ情報を備え、上記パワーインジェクタ
は、上記第１のグラフィカルユーザインターフェース上に提示可能であり、該第１のレベ
ルよりも詳細であり、かつ該第１のヘルプ出力にトピック的に関連する第２のレベルのヘ
ルプ情報へのリンクを備えている、項目２７～３０のいずれかに記載のパワーインジェク
タ。
（項目３３）
　上記第１のグラフィカルユーザインターフェースは、上記パワーヘッド上にある、項目
１～３２のいずれかに記載のパワーインジェクタ。
（項目３４）
　上記パワーヘッドと動作可能に相互連結されるコンソールをさらに備え、該コンソール
は、上記第１のグラフィカルユーザインターフェースを備えている、項目１～３３のいず
れかに記載のパワーインジェクタ。
（項目３５）
　上記第１のグラフィカルユーザインターフェースは、タッチスクリーンディスプレイを
備えている、項目１～３４のいずれかに記載のパワーインジェクタ。
（項目３６）
　ヘルプ情報は、上記タッチスクリーンディスプレイの一定の部分に触れることによって
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、上記第１のグラフィカルユーザインターフェース上に提示される、項目３５に記載のパ
ワーインジェクタ。
（項目３７）
　ヘルプ情報は、ユーザ入力に応答して、上記第１のグラフィカルユーザインターフェー
ス上に提示される、項目１～３５のいずれかに記載のパワーインジェクタ。
（項目３８）
　上記第１のグラフィカルユーザインターフェース上に提示可能である複数のオブジェク
トの各々について別々のヘルプアイコンをさらに備え、特定の該ヘルプアイコンを選択す
ることは、該第１のグラフィカルユーザインターフェース上に関連するヘルプ情報を表示
する、項目１～３７のいずれかに記載のパワーインジェクタ。
（項目３９）
　上記第１のグラフィカルユーザインターフェース上に表示されるシステム画面と、
　該システム画面の複数の異なる領域の各々のための別々のヘルプアイコンと
　をさらに備え、
　特定の該ヘルプアイコンを選択することは、該第１のグラフィカルユーザインターフェ
ース上に関連するヘルプ情報を表示する、項目１～３７のいずれかに記載のパワーインジ
ェクタ。
（項目４０）
　上記複数の異なる領域の各々は、上記パワーインジェクタの動作に関連するパラメータ
、該パワーインジェクタに関連するデータ、および選択可能なボタンまたはキーから成る
群から選択される、項目３９に記載のパワーインジェクタ。
（項目４１）
　上記第１のヘルプ出力は、テキスト提示、グラフィカル提示、およびそれらの組み合わ
せから成る群から選択される、項目１～３９のいずれかに記載のパワーインジェクタ。
（項目４２）
　パワーインジェクタを動作するための方法であって、
　該パワーインジェクタの少なくとも１つの側面上にヘルプを要求するステップと、
　該要求するステップに応答して、第１のグラフィカルユーザインターフェース上に第１
のヘルプ出力を表示するステップと、
　該第１のグラフィカルユーザインターフェース上に該第１のヘルプ出力に対する少なく
とも１つの相互参照を表示するステップと
　を含む、方法。
（項目４３）
　パワーインジェクタを動作するための方法であって、
　該パワーインジェクタの状態を決定するステップと、
　該パワーインジェクタの少なくとも１つの側面上にヘルプを要求するステップと、
　該要求するステップに応答して、かつ、監視するステップによって提供される該パワー
インジェクタに対する現在の状態に基づいて、第１のグラフィカルユーザインターフェー
ス上に第１のヘルプ出力を表示するステップと
　を含む、方法。
（項目４４）
　パワーインジェクタを動作するための方法であって、
　流体送達モードおよびヘルプモードの各々において該パワーインジェクタを操作するオ
プションを提供するステップであって、該パワーインジェクタは、該流体送達モードにお
いて動作する場合には、流体を送達し、該パワーインジェクタは、該ヘルプモードにおい
て動作する場合には、いかなる流体も送達しないステップと、
　該ヘルプモードを選択するステップと、
　該選択するステップに応答して少なくとも１つのシステム画面を表示するステップであ
って、該少なくとも１つのシステム画面は、該パワーインジェクタが該流体送達モードで
動作する場合にも提示される、ステップと、
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　該少なくとも１つのシステム画面上に含まれる複数のオブジェクトの各々に関するヘル
プ情報をユーザが選択的に表示することを可能にするステップと
　を含む、方法。
（項目４５）
　パワーヘッドであって、シリンジが該パワーヘッド上に設置され得る、パワーヘッドと
、
　シリンジプランジャ駆動アセンブリと、
　第１のグラフィカルユーザインターフェースと、
　ヘルプ論理であって、該ヘルプ論理は、該第１のグラフィカルユーザインターフェース
上に選択されたヘルプトピックを表示することと、該選択されたヘルプトピックに関連す
る該第１のグラフィカルユーザインターフェース上の少なくとも１つのシステム画面を表
示することとの両方を行うように構成されている、ヘルプ論理と
　を備えている、パワーインジェクタ。
（項目４６）
　パワーインジェクタを動作するための方法であって、
　該パワーインジェクタの少なくとも１つの側面上にヘルプを要求するステップと、
　該要求するステップに応答して、第１のグラフィカルユーザインターフェース上に第１
のヘルプ出力を表示するステップと、
　該第１のヘルプ出力に関連する少なくとも１つのシステム画面を該第１のグラフィカル
ユーザインターフェース上に表示するステップと
　を含む、方法。
（項目４７）
　パワーヘッドであって、シリンジが該パワーヘッド上に設置され得る、パワーヘッドと
、
　シリンジプランジャ駆動アセンブリと、
　第１のグラフィカルユーザインターフェースと、
　ヘルプ論理であって、該ヘルプ論理は、該第１のグラフィカルユーザインターフェース
上において選択されたヘルプトピックを、該選択されたヘルプトピックに関連する該パワ
ーインジェクタのための操作者マニュアルの少なくとも１つの節に対する相互参照ととも
に表示するように構成されている、ヘルプ論理と
　を備えている、パワーインジェクタ。
（項目４８）
　パワーインジェクタを動作するための方法であって、
　該パワーインジェクタの少なくとも１つの側面上にヘルプを要求するステップと、
　該第１のグラフィカルユーザインターフェース上における第１のヘルプ出力を、該第１
のヘルプ出力に関連する該パワーインジェクタのための操作者マニュアルの少なくとも１
つの節に対する相互参照とともに表示するステップと
　を含む、方法。
（項目４９）
　パワーヘッドであって、シリンジが該パワーヘッド上に設置され得る、パワーヘッドと
、
　シリンジプランジャ駆動アセンブリと、
　第１のディスプレイと、
　ヘルプ論理であって、該ヘルプ論理は、選択されたヘルプトピックに関する第１のレベ
ルの情報と、該選択されたヘルプトピックに関する第２のレベルの情報との各々を提供す
るように構成されており、該第２のレベルの情報は、該第１のレベルの情報よりも詳細で
ある、ヘルプ論理と
　を備えている、パワーインジェクタ。
（項目５０）
　パワーインジェクタを動作するための方法であって、
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　該パワーインジェクタの少なくとも１つの側面上にヘルプを要求するステップと、
　該要求するステップに応答して、第１のヘルプ出力を表示するステップと、
　該表示するステップの後に、該少なくとも１つの上により詳細な情報を入手するための
オプションを提供するステップと
　を含む、方法。
【図面の簡単な説明】
【００３４】
【図１】図１は、パワーインジェクタの一実施形態の略図である。
【図２Ａ】図２Ａは、持ち運び可能なスタンド装着式デュアルヘッド型パワーインジェク
タの一実施形態の斜視図である。
【図２Ｂ】図２Ｂは、図２Ａのパワーインジェクタが使用するパワーヘッドの拡大部分分
解斜視図である。
【図２Ｃ】図２Ｃは、図２Ａのパワーインジェクタが使用するシリンジプランジャ駆動ア
センブリの一実施形態の略図である。
【図３】図３は、パワーインジェクタが利用し得るヘルププロトコルの一実施形態の略図
であり、１つ以上の相互参照は、選択されたヘルプトピックに関して、パワーインジェク
タのグラフィカルユーザインターフェース上に提示され得る。
【図４Ａ】図４Ａは、図３のヘルププロトコルの１つ以上の局面を組み込む／具現化し得
るパワーインジェクタのグラフィカルユーザインターフェースの設定画面の一実施形態で
ある。
【図４Ｂ】図４Ｂは、図３のヘルププロトコルの１つ以上の局面を組み込む／具現化し得
るパワーインジェクタのグラフィカルユーザインターフェースのヘルプ画面の一実施形態
である。
【図４Ｃ】図４Ｃは、パワーインジェクタのグラフィカルユーザインターフェース上の代
表的なヘルプ情報表示である。
【図５】図５は、パワーインジェクタが利用し得るヘルププロトコルであって、パワーイ
ンジェクタの現在の状態に基づくヘルププロトコルの一実施形態の略図である。
【図６】図６は、図５のヘルププロトコルの１つ以上の局面を組み込む／具現化し得るパ
ワーインジェクタのグラフィカルユーザインターフェースの進行画面の一実施形態である
。
【図７】図７は、パワーインジェクタが利用し得るヘルププロトコルであって、パワーイ
ンジェクタが流体送達のための動作中の間に、パワーインジェクタのグラフィカルユーザ
インターフェース上に提示され得る１つ以上のシステム画面の「オフライン」レビューを
可能にするヘルププロトコルの一実施形態の略図である。
【図８】図８は、パワーインジェクタが使用してもよく、かつ図３、図５、および図７の
ヘルププロトコルを実行するように構成され得るパワーインジェクタ制御論理の一実施形
態の略図である。
【発明を実施するための形態】
【００３５】
　（詳細な説明）
　図１は、パワーヘッド１２を有するパワーインジェクタ１０の一実施形態の略図を示す
。１つ以上のグラフィカルユーザインターフェースつまりＧＵＩ１１は、パワーヘッド１
２に関連してもよい。各ＧＵＩ１１は、１）任意の適切なサイズ、形状、構成、および／
または種類を有してもよく、２）任意の適切な様式で、パワーヘッド１２と動作可能に相
互連結してもよく、３）任意の適切な位置に配置されてもよく、４）パワーインジェクタ
１０の動作の１つ以上の局面の制御、パワーインジェクタ１０の動作に関連する１つ以上
のパラメータの入力／編集、および適切な情報（例えば、パワーインジェクタ１０の動作
に関連する情報）の表示のうちの１つまたは任意の組み合わせを提供するように構成され
てもよく、あるいは５）前述のうちの任意の組み合わせであってもよい。任意の適切な数
のＧＵＩ１１を利用してもよい。一実施形態では、パワーインジェクタ１０は、パワーヘ
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ッド１２から分離するが、パワーヘッド１２と通信するコンソールにより組み込まれるＧ
ＵＩ１１を含む。別の実施形態では、パワーインジェクタ１０は、パワーヘッド１２の一
部であるＧＵＩ１１を含む。さらに別の実施形態では、パワーインジェクタ１０は、パワ
ーヘッド１２と通信する別々のコンソール上で一方のＧＵＩ１１を利用し、パワーヘッド
１２の上にある別のＧＵＩ１１も利用する。各ＧＵＩ１１は、同一の機能性または同一組
の機能性を提供してもよく、またはＧＵＩ１１は、そのそれぞれの機能性に関して少なく
ともある点において異なってもよい。
【００３６】
　シリンジ２８は、このパワーヘッド１２上に設置されてもよく、設置時に、パワーイン
ジェクタ１０の一部であると考えられてもよい。注入処置によっては、シリンジ２８内に
比較的高い圧力が生成され得る。この点に関し、圧力ジャケット２６内にシリンジ２８を
配置することが望ましくてもよい。圧力ジャケット２６は、典型的には、シリンジ２８を
一部としてその中に配置するか、またはシリンジ２８をパワーヘッド１２上に設置した後
に配置することを可能にするように、パワーヘッド１２に関連する。複数の注入処置のた
めに種々のシリンジ２８が圧力ジャケット２６内に配置され、かつ圧力ジャケット２６か
ら取り外される際に、典型的には、同一の圧力ジャケット２６が依然としてパワーヘッド
１２に関連している。パワーインジェクタ１０が低圧注入用に構成／利用される場合、お
よび／またはパワーインジェクタとともに利用するシリンジ２８が圧力ジャケット２６に
より提供される追加の支持無しで高圧注入に耐える十分な耐久性を有する場合、パワーイ
ンジェクタ１０は、圧力ジャケット２６を排除してもよい。いずれの場合であっても、シ
リンジ２８から放出される流体は、任意の適切なサイズ、形状、構成、および／または種
類の導管３８に指向され、導管３８は、任意の適切な様式でシリンジ２８に流体的に相互
連結されてもよく、流体を任意の適切な位置（例えば、患者）に指向してもよい。
【００３７】
　パワーヘッド１２は、シリンジ２８から流体を放出するためにシリンジ２８（例えば、
そのプランジャ３２）と相互に作用する（例えば、相互作用する）シリンジプランジャ駆
動アセンブリ１４を含む。このシリンジプランジャ駆動アセンブリ１４は、駆動出力部１
８（例えば、回転可能駆動ネジ）に動力供給する駆動源１６（例えば、任意の適切なサイ
ズ、形状、構成、および／または種類のモータ、任意選択の歯車装置、およびその均等物
）を含む。ラム２０は、駆動出力部１８によって、適切な経路（例えば、軸方向）に沿っ
て進められてもよい。ラム２０は、後述する様式で、シリンジ２８の対応する部分と相互
に作用または相互作用するための連結具２２を含んでもよい。
【００３８】
　シリンジ２８は、シリンジバレル３０内に移動可能に配置されるプランジャまたはピス
トン３２を含む（例えば、双頭矢印Ｂに一致する軸に沿った軸方向往復のため）。プラン
ジャ３２は、連結具３４を含んでもよい。このシリンジプランジャ連結具３４は、ラム連
結具２２と相互に作用または相互作用し、シリンジプランジャ駆動アセンブリ１４がシリ
ンジバレル３０内にシリンジプランジャ３２を引き込むことを可能にする。シリンジプラ
ンジャ連結具３４は、頭部またはボタン３６ｂとともにシリンジプランジャ３２の本体か
ら延出するシャフト３６ａの形式であってもよい。しかしながら、シリンジプランジャ連
結具３４は、任意の適切なサイズ、形状、構成、および／または種類を有してもよい。
【００３９】
　概して、パワーインジェクタ１０のシリンジプランジャ駆動アセンブリ１４は、シリン
ジプランジャ３２を少なくとも１つの方向に移動または進めること（シリンジバレル３０
に対して）が可能であるように（例えば、対応するシリンジ２８から流体を放出するため
に）、任意の適切な様式で（例えば、機械的接触によって、適切な連結具（機械的または
別の様態）によって）、シリンジ２８のシリンジプランジャ３２と相互に作用してもよい
。すなわち、シリンジプランジャ駆動アセンブリ１４は、双方向運動（例えば、同一の駆
動源１６の動作を介する）が可能であってもよいが、パワーインジェクタ１０は、シリン
ジプランジャ駆動アセンブリ１４の動作が、実際は、パワーインジェクタ１０が使用する
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各シリンジプランジャ３２を一方向のみに移動するだけであるように構成されてもよい。
しかしながら、シリンジプランジャ駆動アセンブリ１４は、このような各シリンジプラン
ジャ３２が２つの異なる方向（例えば、共通軸経路に沿った異なる方向）の各々に移動可
能であるように、パワーインジェクタ１０が使用する各シリンジプランジャ３２と相互に
作用するように構成されてもよい。
【００４０】
　シリンジプランジャ３２の引き込みを、後続の注入または放出のために流体をシリンジ
バレル３０に装填することに対応するように利用するか、後続の注入または放出のために
流体をシリンジバレル３０に実際に引き込むように利用するか、または任意の他の適切な
目的に利用してもよい。一定の構成は、シリンジプランジャ駆動アセンブリ１４がシリン
ジプランジャ３２を引き込み可能であることを必要としなくてもよく、この場合、ラム連
結具２２およびシリンジプランジャ連結具３４は所望され得ない。この場合、シリンジプ
ランジャ駆動アセンブリ１４は、別の流体送達動作の実行の目的で引き込まれてもよい（
例えば、別の事前充填されたシリンジ２８が設置された後）。ラム連結具２２およびシリ
ンジプランジャ連結具３４を利用する場合であっても、ラム２０がシリンジプランジャ３
２を進めてシリンジ２８から流体を放出する（例えば、ラム２０が単にシリンジプランジ
ャ３４またはシリンジプランジャ３２の近位端を「押圧」してもよい）場合に、これらの
構成要素を連結してもしなくてもよいようにする。任意の適切な寸法または寸法の組み合
わせにおける任意の単一の運動または組み合わせた運動を利用して、ラム連結具２２およ
びシリンジプランジャ連結具３４を連結状態もしくは条件に配置するか、ラム連結具２２
およびシリンジプランジャ連結具３４を分離状態もしくは条件に配置するか、またはその
両方であってもよい。
【００４１】
　シリンジ２８は、任意の適切な様式でパワーヘッド１２上に設置されてもよい。例えば
、シリンジ２８は、パワーヘッド１２上に直接設置されるように構成され得る。図示する
実施形態では、シリンジ２８とパワーヘッド１２との間の相互作用部を提供するために、
パワーヘッド１２上に筐体２４が適切に装着される。この筐体２４は、１つ以上の構成の
シリンジ２８が設置され得るアダプタ形式であってもよく、この場合、少なくとも１つの
構成のシリンジ２８が、このような任意のアダプタを使用せずに、パワーヘッド１２上に
直接設置されてもよい。また、筐体２４は、１つ以上の構成のシリンジ２８が設置され得
る面板形式であってもよい。この場合、パワーヘッド１２上へのシリンジ２８の設置に面
板を必要とするようにし、つまり、シリンジ２８は、面板を含まずにパワーヘッド１２上
に設置され得ない。圧力ジャケット２６を使用する場合、シリンジ２８に関連して本明細
書に説明する種々の様式でパワーヘッド１２上にシリンジ２８を設置し得、その後、圧力
ジャケット２６にシリンジ２８を設置する。
【００４２】
　筐体２４は、シリンジ２８を設置する際、パワーヘッド１２上に装着され、パワーヘッ
ド１２に対して固定位置に存在してもよい。別のオプションとして、シリンジ２８の設置
に対応するために、筐体２４およびパワーヘッド１２を移動可能に相互連結することが挙
げられる。例えば、筐体２４は、双頭矢印Ａを含む面内で移動して、ラム連結具２２とシ
リンジプランジャ連結具３４との間の連結状態または条件および分離状態または条件のう
ちの１つ以上を提供してもよい。
【００４３】
　１つの特定のパワーインジェクタ構成が、図２Ａに図示され、参照数字４０で識別され
、少なくとも概して図１のパワーインジェクタ１０に従う。パワーインジェクタ４０は、
持ち運び可能スタンド４８上に装着されるパワーヘッド５０を含む。パワーインジェクタ
４０のための一対のシリンジ８６ａ、８６ｂが、パワーヘッド５０上に装着される。流体
は、パワーインジェクタ４０の動作中に、シリンジ８６ａ、８６ｂから放出されてもよい
。
【００４４】
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　持ち運び可能スタンド４８は、任意の適切なサイズ、形状、構成、および／または種類
を有してもよい。車輪、ローラ、キャスタ、またはその均等物を利用して、スタンド４８
を持ち運び可能にしてもよい。パワーヘッド５０は、持ち運び可能スタンド４８に対して
固定位置に保持されてもよい。しかしながら、少なくともある様式で、パワーヘッド５０
の位置が持ち運び可能スタンド４８に対して調整可能にすることが望ましくてもよい。例
えば、シリンジ８６ａ、８６ｂのうちの１つ以上に流体を装填する際に、持ち運び可能ス
タンド４８に対して一方の位置にパワーヘッド５０を有し、注入処置を実行するために、
持ち運び可能スタンド４８に対して異なる位置にパワーヘッド５０を有することが望まし
くてもよい。この点に関し、パワーヘッド５０は、任意の適切な様式で（例えば、パワー
ヘッド５０が少なくとも一定の運動領域の運動によって枢動し、その後、所望の位置に保
持されるように）、持ち運び可能スタンド４８に移動可能に相互連結されてもよい。
【００４５】
　流体を提供するために、任意の適切な様式でパワーヘッド５０を支持してもよいことを
理解されたい。例えば、持ち運び可能構造上に装着する代わりに、パワーヘッド５０を支
持アセンブリと相互連結してもよく、次いで、支持アセンブリを適切な構造（例えば、天
井、壁、床）に装着する。パワーヘッド５０のための任意の支持アセンブリは、少なくと
もいくつかの点において位置調整可能であり得るか（例えば、１つ以上の他の支持区分に
対して再配置され得る１つ以上の支持区分を有することによって）、または固定位置に保
持され得る。さらに、パワーヘッド５０は、固定位置に保持されるように、または支持ア
センブリに対して調整可能であるように、任意のこのような支持アセンブリと一体型であ
ってもよい。
【００４６】
　パワーヘッド５０は、グラフィカルユーザインターフェースつまりＧＵＩ５２を含む。
このＧＵＩ５２は、パワーインジェクタ４０の動作の１つ以上の局面の制御、パワーイン
ジェクタ４０の動作に関連する１つ以上のパラメータの入力／編集、および適切な情報（
例えば、パワーインジェクタ４０の動作に関連する情報）の表示の機能のうちの１つまた
は任意の組み合わせを提供するように構成されてもよい。また、パワーインジェクタ４０
は、コンソール４２およびパワーパック４６も含んでもよく、これらの各々は、テーブル
上に載置され得るか、または検査室の電子機器ラックもしくは任意の他の適切な位置に装
着され得るか、あるいはその両方であり得る任意の適切な様式で（例えば、１つ以上のケ
ーブルを介して）パワーヘッド５０と通信してもよい。パワーパック４６は、インジェク
タ４０の電力供給部、コンソール４２とパワーヘッド５０との間の通信を提供するための
インターフェース回路、遠隔コンソール等の遠隔ユニットへのパワーインジェクタ４０の
接続を可能にする回路、遠隔ハンドもしくはフット制御スイッチ、または他の相手先商標
製造会社（ＯＥＭ）遠隔制御接続（例えば、パワーインジェクタ４０の動作を、撮像シス
テムのＸ線暴露と同期可能にする）、および任意の他の適切な構成部品のうちの１つ以上
および任意の適切な組み合わせを含んでもよい。コンソール４２は、タッチスクリーンデ
ィスプレイ４４を含んでもよく、タッチスクリーンディスプレイ４４は、パワーインジェ
クタ４０の動作の１つ以上の局面を操作者が遠隔的に制御可能にすること、パワーインジ
ェクタ４０の動作に関連する１つ以上のパラメータを操作者が入力／編集可能にすること
、パワーインジェクタ４０の自動動作のためのプログラムを操作者が特定および格納可能
にすること（後に、操作者による始動時に、パワーインジェクタ４０により自動的に実行
可能である）、およびパワーインジェクタ４０に関連し、かつその動作の任意の局面を含
む任意の適切な情報を表示することの機能のうちの１つ以上を任意の適切な組み合わせで
提供してもよい。
【００４７】
　シリンジ８６ａ、８６ｂのパワーヘッド５０との一体化に関する種々の詳細について図
２Ｂに提示する。シリンジ８６ａ、８６ｂの各々は、同一の一般的な構成要素を含む。シ
リンジ８６ａは、シリンジバレル８８ａ内に移動可能に配置されるプランジャまたはピス
トン９０ａを含む。パワーヘッド５０の動作を介した軸１００ａ（図２Ａ）に沿ったプラ
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ンジャ９０ａの移動によって、シリンジバレル８８ａ内からシリンジ８６ａのノズル８９
ａを介して流体が放出される。適切な導管（図示せず）は、典型的には、任意の適切な様
式でノズル８９ａに流体的に相互連結し、流体を所望の位置（例えば、患者）に指向する
。同様に、シリンジ８６ｂは、シリンジバレル８８ｂ内に移動可能に配置されるプランジ
ャまたはピストン９０ｂを含む。パワーヘッド５０の動作を介した軸１００ｂ（図２Ａ）
に沿ったプランジャ９０ｂの移動によって、シリンジバレル８８ｂ内からシリンジ８６ｂ
のノズル８９ｂを介して流体が放出される。適切な導管（図示せず）は、典型的には、任
意の適切な様式でノズル８９ｂに流体的に相互連結し、流体を所望の位置（例えば、患者
）に指向する。
【００４８】
　シリンジ８６ａは、中間面板１０２ａを介してパワーヘッド５０に相互連結される。こ
の面板１０２ａは、シリンジバレル８８ａの少なくとも一部を支持するクレードル１０４
を含み、任意の追加の機能性または機能性の組み合わせを提供／収容してもよい。装着具
８２ａは、面板１０２ａとの相互作用のためにパワーヘッド５０上に配置され、かつそれ
に対して固定される。シリンジ８６ａのシリンジプランジャ駆動アセンブリ５６（図２Ｃ
）の各部分であるラム７４のラム連結具７６（図２Ｃ）は、パワーヘッド５０上への装着
時に、面板１０２ａに近接して配置される。シリンジプランジャ駆動アセンブリ５６に関
する詳細について、図２Ｃに関連して以下に詳述する。概して、ラム連結具７６は、シリ
ンジ８６ａのシリンジプランジャ９０ａに連結されてもよく、次いで、ラム連結具７６お
よびラム７４（図２Ｃ）をパワーヘッド５０に対して移動させて、軸１００ａ（図２Ａ）
に沿ってシリンジプランジャ９０ａを移動させてもよい。シリンジプランジャ９０ａを移
動させてシリンジ８６ａのノズル８９ａから流体を放出する際に、ラム連結具７６が、シ
リンジプランジャ９０ａと係合するが、実際にはシリンジプランジャ９０ａに連結されな
いようにしてもよい。
【００４９】
　面板１０２ａは、パワーヘッド５０上のその装着具８２ａ上への面板１０２ａの装着お
よびそこからの面板１０２ａの取り外しの両方のために、少なくとも概して、軸１００ａ
、１００ｂ（シリンジプランジャ９０ａ、９０ｂの移動にそれぞれ関連し、図２Ａに示さ
れる）に直交する面内において移動してもよい。面板１０２ａを使用して、シリンジプラ
ンジャ９０ａを、パワーヘッド５０上のその対応するラム連結具７６に連結してもよい。
この点に関し、面板１０２ａは、一対のハンドル１０６ａを含む。概して、シリンジ８６
ａが面板１０２ａ内に最初に配置されている状態で、ハンドル１０６ａは、少なくとも概
して、軸１００ａ、１００ｂ（シリンジプランジャ９０ａ、９０ｂの移動にそれぞれ関連
し、図２Ａに示される）に直交する面内においてシリンジ８６ａを移動／平行移動するよ
うに移動され得る。ハンドル１０６ａを一方の位置に移動することによって、シリンジ８
６ａが少なくとも概して下方方向に移動／平行移動し（面板１０２ａに対して）、そのシ
リンジプランジャ９０ａがその対応するラム連結具７６に連結する。ハンドル１０６ａを
別の位置に移動することによって、シリンジ８６ａが少なくとも概して上方方向に移動／
平行移動し（面板１０２ａに対して）、そのシリンジプランジャ９０ａがその対応するラ
ム連結具７６から分離する。
【００５０】
　シリンジ８６ｂは、中間面板１０２ｂを介してパワーヘッド５０に相互連結される。装
着具８２ｂは、面板１０２ｂとの相互作用のためにパワーヘッド５０上に配置され、かつ
それに対して固定される。シリンジ８６ｂのシリンジプランジャ駆動アセンブリ５６の各
部分であるラム７４のラム連結具７６（図２Ｃ）は、パワーヘッド５０への装着時に、面
板１０２ｂに近接して配置される。シリンジプランジャ駆動アセンブリ５６に関する詳細
について、図２Ｃに関連して再び以下に詳述する。概して、ラム連結具７６は、シリンジ
８６ｂのシリンジプランジャ９０ｂに連結されてもよく、次いで、ラム連結具７６および
ラム７４（図２Ｃ）をパワーヘッド５０に対して移動させて、軸１００ｂ（図２Ａ）に沿
ってシリンジプランジャ９０ｂを移動させてもよい。シリンジプランジャ９０ａを移動さ
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せてシリンジ８６ｂのノズル８９ｂから流体を放出する際に、ラム連結具７６が、シリン
ジプランジャ９０ｂと係合するが、実際にはシリンジプランジャ９０ｂに連結されないよ
うにする。
【００５１】
　面板１０２ｂは、パワーヘッド５０上のその装着具８２ｂ上への面板１０２ｂの装着お
よびそこからの面板１０２ｂの取り外しの両方のために、少なくとも概して、軸１００ａ
、１００ｂ（シリンジプランジャ９０ａ、９０ｂの移動にそれぞれ関連し、図２Ａに示さ
れる）に直交する面内において移動してもよい。面板１０２ｂを使用して、シリンジプラ
ンジャ９０ｂを、パワーヘッド５０上のその対応するラム連結具７６に連結してもよい。
この点に関し、面板１０２ｂは、ハンドル１０６ｂを含んでもよい。概して、シリンジ８
６ｂが面板１０２ｂ内に最初に配置されている状態で、シリンジ８６ｂは、その長軸１０
０ｂ（図２Ａ）に沿って、かつ面板１０２ｂに対して回転し得る。この回転は、ハンドル
１０６ｂを移動させることによって、シリンジ８６ｂを把持および旋回することによって
、またはその両方によって実現され得る。いずれの場合であっても、この回転によって、
シリンジ８６ｂおよび面板１０２ｂの両方が、少なくとも概して、軸１００ａ、１００ｂ
（シリンジプランジャ９０ａ、９０ｂの移動にそれぞれ関連し、図２Ａに示される）に直
交する面内において移動／平行移動する。シリンジ８６ｂを一方の方向に回転させること
によって、シリンジ８６ｂおよび面板１０２ｂが少なくとも概して下方方向に移動／平行
移動し、シリンジプランジャ９０ｂがその対応するラム連結具７６に連結する。シリンジ
８６ｂを反対の方向に回転させることによって、シリンジ８６ｂおよび面板１０２ｂが少
なくとも概して上方方向に移動／平行移動し、そのシリンジプランジャ９０ｂがその対応
するラム連結具７６から分離する。
【００５２】
　図２Ｂに図示するように、シリンジプランジャ９０ｂは、プランジャ本体９２およびシ
リンジプランジャ連結具９４を含む。このシリンジプランジャ連結具９４は、プランジャ
本体９２から延出するシャフト９８と、プランジャ本体９２から離間するヘッド９６とを
含む。ラム連結具７６の各々は、ラム連結具７６の対向面における小さい方のスロットの
後方に配置される大きい方のスロットを含む。シリンジプランジャ連結具９４のヘッド９
６は、ラム連結具７６の大きい方のスロット内に配置されてもよく、シリンジプランジャ
連結具９４のシャフト９８は、シリンジプランジャ９０ｂおよびその対応するラム連結具
７６が連結状態または条件である場合に、ラム連結具７６の対向面上の小さい方のスロッ
トを貫通し得る。シリンジプランジャ９０ａは、その対応するラム連結具７６との相互作
用のために類似のシリンジプランジャ連結具９４を含み得る。
【００５３】
　パワーヘッド５０を利用して、パワーインジェクタ４０の場合に、シリンジ８６ａ、８
６ｂから流体を放出する。すなわち、パワーヘッド５０は、シリンジ８６ａ、８６ｂの各
々から流体を放出するための原動力を提供する。シリンジプランジャ駆動アセンブリとし
ての特徴を有し得るものに関する一実施形態が、図２Ｃに示され、参照数字５６で識別さ
れ、シリンジ８６ａ、８６ｂの各々から流体を放出するためにパワーヘッド５０により利
用されてもよい。別々のシリンジプランジャ駆動アセンブリ５６を、シリンジ８６ａ、８
６ｂの各々のパワーヘッド５０に組み込んでもよい。この点に関し、再び図２Ａ～図２Ｂ
を参照すると、パワーヘッド５０は、シリンジプランジャ駆動アセンブリ５６の各々を別
々に制御する際に使用する手動式ノブ８０ａおよび８０ｂを含んでもよい。
【００５４】
　最初に、図２Ｃのシリンジプランジャ駆動アセンブリ５６に関連して、その個々の構成
要素の各々は、任意の適切なサイズ、形状、構成、および／または種類を有してもよい。
シリンジプランジャ駆動アセンブリ５６は、出力シャフト６０を有するモータ５８を含む
。駆動歯車６２が、モータ５８の出力シャフト６０上に装着され、かつそれとともに回転
する。駆動歯車６２は、駆動歯車６４に係合するか、または少なくともそれに係合可能で
ある。この駆動歯車６４は、駆動ネジまたはシャフト６６上に装着され、かつそれととも
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に回転する。駆動ネジ６６が回転する軸は、参照数字６８により識別される。１つ以上の
軸受７２が、駆動ネジ６６を適切に支持する。
【００５５】
　キャリッジまたはラム７４は、駆動ネジ６６上に移動可能に装着される。概して、駆動
ネジ６６の一方方向における回転は、駆動ネジ６６に沿って（したがって、軸６８に沿っ
て）、対応するシリンジ８６ａ／ｂの方向にラム７４を軸方向に進め、一方、駆動ネジ６
６の反対方向における回転は、駆動ネジ６６に沿って（したがって、軸６８に沿って）、
対応するシリンジ８６ａ／ｂから離隔してラム７４を軸方向に進める。この点に関し、駆
動ネジ６６の少なくとも一部分の外周は、ラム７４の少なくとも一部分に相互作用する螺
旋状ネジ山７０を含む。また、ラム７４は、駆動ネジ６６の回転中にラム７４を回転不可
能にする適切なブッシング７８内に移動可能に装着される。ゆえに、駆動ネジ６６の回転
によって、駆動ネジ６６の回転方向によって定められる方向にラム７４の軸方向の移動が
提供される。
【００５６】
　ラム７４は、対応するシリンジ８６ａ／ｂのシリンジプランジャ９０ａ／ｂのシリンジ
プランジャ連結具９４に着脱可能に連結され得る連結具７６を含む。ラム連結具７６およ
びシリンジプランジャ連結具９４が適切に連結される場合、シリンジプランジャ９０ａ／
ｂは、ラム７４とともに移動する。図２Ｃは、シリンジ８６ａ／ｂが、ラム７４に連結せ
ずにその対応する軸１００ａ／ｂに沿って移動し得る構成を示す。シリンジ８６ａ／ｂが
その対応する軸１００ａ／ｂに沿って移動し、そのシリンジプランジャ９０ａ／ｂのヘッ
ド９６がラム連結具７６に整合するが、図２Ｃのオフセット構成では依然として軸６８に
整合しない場合、シリンジ８６ａ／ｂは、ラム７４が沿って移動する軸６８に直交する面
内において平行移動してもよい。これにより、上述の様式におけるラム連結具７６とシリ
ンジプランジャ連結具９６との間の連結係合が確立する。
【００５７】
　図１および図２Ａ～図２Ｃのパワーインジェクタ１０、４０の各々を、流体を被検者（
例えば、患者）に注入する医療撮像用途を含むがこれに限定されない任意の適切な用途に
使用してもよい。パワーインジェクタ１０、４０の代表的な医療撮像用途には、コンピュ
ータ断層撮影法またはＣＴ画像法、磁気共鳴映像法またはＭＲＩ、ＳＰＥＣＴ画像法、Ｐ
ＥＴ画像法、Ｘ線画像法、血管造影画像法、光学的画像法、および超音波画像法が含まれ
るがこれらに限定されない。パワーインジェクタ１０、４０の各々は、単体で使用しても
よく、または１つ以上の他の構成要素と組み合わせて使用してもよい。パワーインジェク
タ１０、４０の各々は、例えば、パワーインジェクタ１０、４０と１つ以上の他の構成要
素との間で情報（例えば、走査遅延情報、注入開始信号、注入速度）を伝達するように、
１つ以上の構成要素に動作可能に相互連結されてもよい。
【００５８】
　単一ヘッド型構成（単一シリンジ用）およびデュアルヘッド型構成（２つのシリンジ用
）を含むがこれらに限定されないパワーインジェクタ１０、４０の各々は、任意の数のシ
リンジを利用してもよい。複数シリンジ構成の場合、各パワーインジェクタ１０、４０は
、任意の適切な様式で、任意のタイミング順序に従って（例えば、２つ以上のシリンジか
ら順次的に放出、２つ以上のシリンジから同時に放出、またはそれらの任意の組み合わせ
で）、種々のシリンジから流体を放出してもよい。パワーインジェクタ１０、４０の各々
が利用するこのような各シリンジは、任意の適切な流体、例えば、造影剤、放射性医薬品
、または生理食塩水を含んでもよい。パワーインジェクタ１０、４０の各々が利用するこ
のような各シリンジは、任意の適切な様式で設置されてもよい（例えば、後部装填構成を
利用してもよく、前部装填構成を利用してもよく、または側面装填構成を利用してもよい
）。
【００５９】
　図３は、パワーインジェクタにヘルプ機能性を提供するためのプロトコル１１０の一実
施形態を提示する。ヘルププロトコル１１０は、任意の適切なパワーインジェクタ（例え
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ば、図１のパワーインジェクタ１０、図２Ａ～図２Ｃのパワーインジェクタ４０）に組み
込まれてもよく、任意の適切な様式（例えば、ソフトウェア、ハードウェア、ファームウ
ェア、およびそれらの任意の組み合わせ）で実装されてもよい。本明細書の以下において
、ヘルププロトコル１１０について、図１のパワーインジェクタ１０に関連して述べる。
便宜上、ヘルププロトコル１１０について、単一のパワーインジェクタのグラフィカルユ
ーザインターフェース１１に関連して説明するが、当然ながら、ヘルププロトコル１１０
は、パワーインジェクタ１０が利用する場合に、複数のグラフィカルユーザインターフェ
ース１１上に実装されてもよい。概して、ヘルププロトコル１１０は、パワーインジェク
タ１０の動作中に、流体（例えば、薬液）送達動作または処置に関するヘルプ機能性を提
供する。この点に関し、ヘルププロトコル１１０は、パワーインジェクタ１０を一時的に
動作モードではなくヘルプモードにすることが可能であるように特徴付けられ得る（例え
ば、パワーインジェクタ１０の動作は、ヘルププロトコル１１０の実行中に一時的に中断
されるように特徴付けられ得る）。所望のヘルプ情報を入手した後、または入手しない場
合、パワーインジェクタ１０は、ヘルププロトコル１１０の開始時のパワーインジェクタ
１０の状態を含むがこれに限定されない任意の適切な状態に戻ってもよい。
【００６０】
　ヘルププロトコル１１０は、パワーインジェクタ１０の１つ以上の局面に関してヘルプ
が要求され得るステップ１１２と、特定のヘルプトピックまたは主題が選択され得るステ
ップ１１４とを含む。ステップ１１２およびステップ１１４は、同時にまたは順番に、お
よび任意の適切な順序を含む任意の適切な様式で実行されてもよい。ステップ１１４の選
択されたヘルプトピックに関するヘルプ情報（例えば、ヘルプ出力）は、ヘルププロトコ
ル１１０のステップ１１６の実行を介して、パワーインジェクタ１０のグラフィカルユー
ザインターフェース１１上に提示または表示されてもよい。ステップ１１６からのヘルプ
情報のこの提示は、ステップ１１４からの選択されたヘルプトピックに関するテキスト記
述を含むがこれに限定されない任意の形式であってもよい。
【００６１】
　ステップ１１４からの選択されたヘルプトピックに関する複数のヘルプ出力は、図３の
ヘルププロトコル１１０を介して、パワーインジェクタのグラフィカルユーザインターフ
ェース１１上に提示され得る。ステップ１１６の実行を介して提示されるヘルプ情報に関
連して、１つ以上の相互参照が提供され得る。各相互参照は、ヘルププロトコル１１０の
ステップ１１６により提示されるヘルプ情報に何らかの形で関連し得る。
【００６２】
　パワーインジェクタ１０の操作者マニュアルのうちの１つ以上の該当節に対する相互参
照が、パワーインジェクタのグラフィカルユーザインターフェース１１上に提供され得る
。この特定の相互参照は、ステップ１１４の選択されたヘルプトピックに基づいて、図３
のヘルププロトコル１１０のステップ１１８の実行を介して提供されてもよく、操作者マ
ニュアルの各該当節に対する相互参照が提供されることが含まれるがこれに限定されない
。一実施形態では、パワーインジェクタ１０の操作者マニュアルは、電子的に格納され、
パワーインジェクタのグラフィカルユーザインターフェース１１を介してアクセス可能で
ある。この場合、相互参照は、パワーインジェクタのグラフィカルユーザインターフェー
ス１１上に提示され、かつ任意の適切な形式で（例えば、グラフィカルユーザインターフ
ェース１１上の適切な範囲に触れることによって；グラフィカルユーザインターフェース
１１に関連するマウスを使用することによって）、起動／選択され得る電子リンクの形式
であってもよい。別の実施形態では、パワーインジェクタ１０の操作者マニュアルのハー
ドコピーをヘルププロトコル１１０によって利用してもよく、この場合、図３のヘルププ
ロトコル１１０のステップ１１８に従って、パワーインジェクタ１０の操作者マニュアル
の該当部分に対する相互参照は、アクティブである必要はないが、単に、該当節の表示ま
たは標示の形式であってもよい。
【００６３】
　図３のヘルププロトコル１１０のステップ１１６に従って表示されるヘルプ情報は、第
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１の詳細レベルを有してもよい。ステップ１１４からの選択されたヘルプトピックに関す
る、より高い第２の詳細レベルが、ステップ１２０の実行を介して、パワーインジェクタ
のグラフィカルユーザインターフェース１１上に提示され得る（例えば、別のヘルプ出力
）。ステップ１２０からのこのより詳細な情報は、任意の適切な様式でアクセスされても
よく、任意の適切な形式を有してもよく、任意の適切な様式で提示されてもよい。一実施
形態では、適切なアイコンまたはその均等物（例えば、拡張ボタン）が、ステップ１１６
の実行を介して提供されるヘルプ情報とともに提示され、任意の適切な様式で選択または
起動されると、ステップ１２０に関連する詳細または拡張ヘルプ情報が生成される。
【００６４】
　図３のヘルププロトコル１１０のステップ１１６の実行を介して提示されるヘルプ情報
は、前述のように任意の適切な形式であってもよい。有益であり得るさらに別の相互参照
または関連するヘルプ出力は、ステップ１１４の選択されたヘルプトピックに関連し、か
つ流体を送達するパワーインジェクタ１０の動作中にパワーインジェクタのグラフィカル
ユーザインターフェース１１上に提示され得る１つまたは複数のシステム画面の形式であ
る。この特定の相互参照またはヘルプ出力は、ヘルププロトコル１１０のステップ１２２
の実行を介して提供される。ステップ１２２に関連する該当する１つまたは複数のシステ
ム画面は、任意の適切な時間に提示されてもよく、このような各画面の生成は、任意の適
切な様式で始動されてもよい。一実施形態では、適切なアイコンまたはその均等物が、ス
テップ１１６を介して提供されるヘルプ情報とともに提示され、任意の適切な様式で選択
または起動されると、関連の１つまたは複数のシステム画面がステップ１２２から生成さ
れる。別の実施形態では、ステップ１１６からのヘルプ情報は、一方のウィンドウ内、ま
たはパワーインジェクタのグラフィカルユーザインターフェース１１の一方の範囲に提示
されるが、該当するシステム画面は、別のウィンドウ内、または同一のパワーインジェク
タのグラフィカルユーザインターフェース１１の別の範囲に提示される。
【００６５】
　図３のヘルププロトコル１１０のステップ１１６、１１８、１２０、および１２２の各
々は、ヘルプ出力としての特徴を提示してもよい。ゆえに、ヘルププロトコル１１０は、
ステップ１１４からの選択されたヘルプトピックに関する複数のヘルプ出力を提供するも
のとして特徴付けられ得る。これらのヘルプ出力のうちの任意の２つ以上は、任意の適切
な様式で、かつ任意の適切な順番で提示されてもよい。ステップ１１８、１２０、および
１２２の各々は、ステップ１１６の実行を介してパワーインジェクタのグラフィカルユー
ザインターフェース１１上に提示されるヘルプ情報に対する相互参照を提示するものとし
て特徴付けられ得る。ステップ１１８、１２０、および１２２からの相互参照のうちの任
意の１つ以上は、ヘルププロトコル１１０により利用されてもよく、このような各相互参
照は、任意の適切な様式で提示されてもよく、このような各相互参照は、任意の適切な順
番で提示されてもよい。
【００６６】
　図３のヘルププロトコル１１０は、ヘルププロトコル１１０内の任意の適切な位置に含
まれる１つ以上の出口ステップ１２４によって終了してもよい。ステップ１２４のこのよ
うな終了機能は、任意の適切な様式でアクセス／始動されてもよい。例えば、ヘルププロ
トコル１１０からの１つ以上のヘルプ出力を提示するパワーインジェクタのグラフィカル
ユーザインターフェース１１上の画面は、「閉鎖ボタン」、「ＯＫボタン」、またはその
均等物を含んでもよく、これらは、任意の適切な様式で選択／起動され得る。終了ステッ
プ１２４は、パワーインジェクタのグラフィカルユーザインターフェース１１上の任意の
適切な画面（例えば、ヘルププロトコル１１０の開始時に提示されていたシステム画面、
パワーインジェクタ１０の現在の状態に関連するシステム画面、図３のヘルププロトコル
１１０のステップ１２２に従って表示されるシステム画面）に制御を戻してもよい。
【００６７】
　ヘルプを要求し、かつ図３のヘルププロトコル１１０のステップ１１２および１１４の
目的のために特定のヘルプトピックまたは主題を選択するための任意の適切な方式を利用
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してもよい。設定画面の一実施形態が図４Ａに図示され、参照数字１３０により識別され
る。この設定画面１３０は、図１のパワーインジェクタ１０のグラフィカルユーザインタ
ーフェース１１上に提示されてもよく、図３のヘルププロトコル１１０のステップ１１２
および１１４の各々を実行するように構成される。図１のパワーインジェクタ１０のグラ
フィカルユーザインターフェース１１上に提示される各システム画面は、図３のヘルププ
ロトコル１１０のステップ１１２および１１４を実行する目的で、図４Ａの設定画面１３
０に関して説明する特徴を組み込んでもよい。
【００６８】
　図４Ａの設定画面１３０は、デュアルヘッド型構成である、つまり対のシリンジ２８を
利用する（一方のシリンジは、パワーインジェクタ１０の側面Ａを画定し、別のシリンジ
は、パワーインジェクタ１０の側面Ｂを画定する）図１のパワーインジェクタ１０の場合
のものである。Ａ側面およびＢ側面の各々は、任意の適切な流体（例えば、造影剤、放射
性医薬品、生理食塩水、およびそれらの任意の組み合わせ）を含有してもよい。加えて、
設定画面１３０は、パワーインジェクタ１０の側面Ａにおいて２つの位相を提供し、パワ
ーインジェクタ１０の側面Ｂにおいて単一の位相を提供するように構成される。任意の数
の位相が、パワーインジェクタ１０の側面Ａおよび側面Ｂの各々によって利用されてもよ
く、設定画面１３０は、適宜構成されてもよい。パワーインジェクタ１０は、複数の設定
画面１３０を格納するように構成されてもよく、その各々は、パワーインジェクタ１０の
側面Ａおよび側面Ｂについて異なる位相の組み合わせを使用してもよい。
【００６９】
　図４Ａの設定画面１３０は、パワーインジェクタのグラフィカルユーザインターフェー
ス１１上の種々の他のシステム画面にアクセスするための種々のボタンを含んでもよく、
メモリボタン１５４（例えば、格納される注入プロトコルにアクセスするための）、注入
モードボタン１５６（例えば、複数の注入モードから選択するためのものであって、この
場合、各注入モードは、側面Ａに少なくとも１つの位相を有し、側面Ｂに少なくとも１つ
の位相を有する）、結果ボタン１５８（例えば、注入処置に関する結果を表示するための
）、ヘルプボタン１６０（例えば、図３のヘルププロトコル１１０を始動するための；後
述の図５のヘルププロトコル１９０を始動するための）、およびヘルプモードボタン１６
２（例えば、図７に関連して後述する、ヘルプモードにおけるパワーインジェクタ１０の
動作のための）が含まれる。
【００７０】
　また、図４Ａの設定画面１３０は、１）設定画面１３０上に提示された選択パラメータ
の値を表示／変更するためのスライドバー１３２、２）設定画面１３０上に提示された選
択パラメータの値に関してより精密な調整を提供するための調整矢印１３４、３）パワー
インジェクタ１０の側面Ａからの造影剤の送達速度を示すための対の流量インジケータ１
３６（２つの位相毎に１つ）と、パワーインジェクタ１０の側面Ｂからの生理食塩水の送
達速度を示すための別の流量インジケータ１３６、４）パワーインジェクタ１０の側面Ａ
および側面Ｂの各々について、シリンジ２８から注入される体積を示すための注入体積イ
ンジケータ１３８、５）パワーインジェクタ１０の側面Ａおよび側面Ｂの各々のための、
シリンジ２８に残る予測体積を示すための残体積インジケータ１６４、６）パワーインジ
ェクタ１０と組み合わせて使用するスキャナを操作者が正確に遅延させるように、注入の
開始からカウントダウンされる時間を示すための走査遅延インジケータ１４０、７）パワ
ーインジェクタ１０の側面Ａにおけるシリンジ２８のための圧力制限インジケータ１４２
、８）関連するシリンジ２８において現在利用可能な体積を標示し、かつ注入に必要な体
積が、関連するシリンジ２８において利用可能な体積を上回る場合に空白であってもよい
、パワーインジェクタ１０の側面Ａおよび側面Ｂの各々のための最大体積インジケータ１
４４、９）パワーインジェクタ１０のための滴下モード機能性にアクセスするための滴下
モードボタンまたはキー１４６（例えば、「滴下注入」は、患者への流体経路の開放状態
に維持するために、患者に送達する少量の流体（例えば、生理食塩水）の低流量注入であ
る）、１０）パワーインジェクタ１０の側面Ａおよび側面Ｂの各々のための、対のシリン
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ジサイズインジケータ１４８、１１）プロトコル識別子１５０（例えば、パワーインジェ
クタ１０の動作に使用するプロトコルを識別するため）、ならびに１２）メッセージ１５
２（例えば、操作者のための）も含んでもよい。
【００７１】
　図３のヘルププロトコル１１０のステップ１１２は、図４Ａ上の設定画面１３０上のヘ
ルプボタンまたはキー１６０を選択することによって実行されてもよい。ヘルプボタン１
６０を選択することによって、パワーインジェクタ１０は、ヘルプモードとして特徴付け
られ得るものに一時的に配置され得る（例えば、パワーインジェクタ１０の動作は、この
時点で中断され得る）。ゆえに、ヘルプ情報は、任意の適切な様式で「選択」される設定
画面１３０の次の部分上に表示され得る。タッチスクリーンディスプレイの形式の設定画
面１３０の場合、ユーザは、ユーザがヘルプ情報の入手を所望する設定画面１３０のその
部分に「触れる」ことができ（前述のように、最初にヘルプボタン１６０を選択した後に
）、次いで、対応するヘルプ情報が、グラフィカルユーザインターフェース１１上に表示
される（例えば、ヘルププロトコル１１０のステップ１１４および１１６は、単に設定画
面１３０に触れることによって実行され得る）。同様に、マウスを使用して、設定画面１
３０上の特定の部分上のヘルプ情報を要求することもできる。ヘルプ情報は、設定画面１
３０の任意の適切な部分（例えば、ボタン、パラメータ、記号）に関連して入手可能であ
り得る。また、ヘルプボタン１６０を選択することによって、ヘルプ画面の生成ももたら
され（また、前述のように、パワーインジェクタ１０をヘルプモードに配置し得る）、次
いで、ヘルプ画面を使用して、ヘルププロトコル１１０のステップ１１４を実行してもよ
い（例えば、後述する図４Ｂのヘルプ画面１７０）。
【００７２】
　図３のヘルププロトコル１１０のステップ１１２および１１４は、図４Ａの設定画面１
３０から情報またはヘルプアイコン１６６を選択することによって同時に実行されてもよ
い。情報アイコン１６６は、設定画面１３０上に提示されるオブジェクト１３２～１６２
のうちの任意の１つ以上に関連して提供され得る（例えば、情報アイコン１６６は、設定
画面１３０の任意の表示部分に関連して提示され得る）。例えば、特定の流量インジケー
タ１３６の情報アイコン１６６を選択することによって、図３のヘルププロトコル１１０
のステップ１１６に従って、関連のヘルプ情報が表示され得る。設定画面１３０上の滴下
モードボタン１４６の情報アイコン１６６を選択することによって、図３のヘルププロト
コルのステップ１１６に従って、関連のヘルプ情報が表示され得る。また、情報アイコン
１６６の選択によって、一時的にパワーインジェクタ１０がヘルプモードになり得る。
【００７３】
　ヘルプ情報の要求の方法にかかわらず、ヘルプの要求および／またはヘルプ情報の提供
は、一時的にパワーインジェクタ１０をヘルプモードに配置し得る（例えば、パワーイン
ジェクタ１０の動作は、一時的に中断され得る）。パワーインジェクタ１０は、ヘルプ機
能性が任意の適切な様式で（例えば、ユーザが「閉鎖」ボタンまたはその均等物を選択す
ることによって）終了した後に、任意の適切な様式で、任意の適切な状態（例えば、最初
にヘルプが要求された時のインジェクタ１０の状態）に戻り得る。
【００７４】
　図４Ｂは、パワーインジェクタのグラフィカルユーザインターフェース１１上に提示さ
れ得るヘルプ画面１７０の一実施形態を提示する。この種類のヘルプ画面１７０は、図３
のヘルププロトコル１１０のステップ１１２の実行に応答して生成されてもよく、図４Ａ
の設定画面１３０上のヘルプボタン１６０の選択／起動に応答して生成されてもよく、ま
たはその両方であってもよい。ヘルプ画面１７０は、任意の適切な構成を有してもよい。
特定のヘルプトピックを識別または選択する３つの異なる方式が、ヘルプ画面１７０によ
って提供される。ヘルプ画面１７０は、ヘルプトピックリストタブ１７２、検索タブ１７
４、およびキーワードインデックスタブ１７６を含む。ヘルプ画面１７０は、これらのタ
ブ１７２、１７４、および１７６のうちの任意の１つ以上を利用し得る。
【００７５】



(26) JP 2013-240720 A 2013.12.5

10

20

30

40

50

　図４Ｂのヘルプ画面１７０上のトピックリストタブ１７２を選択または起動することに
よって、パワーインジェクタ１０に関するヘルプトピックのリストが表示される。特定の
ヘルプトピックは、任意の適切な様式でこのリストから選択され得る。ヘルプ画面１７０
上の検索タブ１７４を選択または起動することによって、データ入力ボックスまたはその
均等物が表示され得る。１つ以上の単語がこのデータボックスに入力されてもよく、該当
するヘルプトピックを検索および識別するために使用されてもよい。検索から識別された
特定のヘルプトピックは、任意の適切な様式で選択され得る。ヘルプ画面１７０上のキー
ワードインデックスタブ１７６を選択または起動することによって、キーワードインデッ
クスが表示され得る。特定のキーワードまたは語句を任意の適切な様式で入力または選択
し、このキーワードまたは語句がインデックス内にあるかを決定してもよい。ヘルプ画面
１７０を介してヘルプトピックを識別および選択する方法にかかわらず、選択されたヘル
プトピックに関するヘルプ情報は、ヘルプ画面１７０上のウィンドウ１７８に、または完
全に別の画面（図示せず）上に表示され得る。さらに、図３のヘルププロトコル１１０の
ステップ１１８、１２０、および１２２に関連する相互参照のうちの１つ以上は、表示さ
れたヘルプ情報とともに利用されてもよい。
【００７６】
　パワーインジェクタ１０に関するヘルプ情報は、図３のヘルププロトコル１１０に従っ
て、パワーインジェクタのグラフィカルユーザインターフェース１１上に表示され得る。
図４Ｃは、ヘルプ情報の提示に利用され得るグラフィカルユーザインターフェース出力部
１８０の一実施形態を図示する。選択されたヘルプトピックに関する情報は、グラフィカ
ルユーザインターフェース出力部１８０上に任意の適切な形式でヘルプ出力１８２の形式
で提示されてもよい。例えば、ヘルプ出力１８２は、テキスト記述の形式であってもよい
。一実施形態では、選択されたヘルプトピックに関連する少なくとも１つのシステム画面
１８６は、ヘルプ出力１８２とともに同時に提示される。本システム画面１８６は、典型
的には、流体の送達（例えば、注入処置）目的でパワーインジェクタ１０の動作中にグラ
フィカルユーザインターフェース１１上に提示されるものである。しかしながら、該当す
るシステム画面１８６は、別のベースで提示されてもよい。
【００７７】
　また、図４Ｃに示すヘルプ出力１８２は、任意の適切なサイズ、形状、構成、および／
または種類の任意選択の相互参照セレクタまたはアイコン１８４も含む。また、複数の相
互参照セレクタ１８４を利用してもよい。相互参照セレクタ１８４は、１）ヘルプ出力１
８２に沿って、またはパワーインジェクタのグラフィカルユーザインターフェース１１上
の別々のグラフィカルユーザインターフェース出力部（図示せず）としてシステム画面１
８６を生成する機能、２）パワーインジェクタ１０の操作者マニュアルの少なくとも１つ
の該当節（および、恐らくは各該当節）に対する相互参照を表示する機能、３）選択され
てもよく、かつ該当節を自動的にもたらすパワーインジェクタ１０の電子的に格納された
操作者マニュアルの少なくとも１つの該当節（および、恐らくは各該当節）に対する電子
的リンクを表示する機能、または４）ヘルプ出力１８２が生成されたヘルプトピックに関
する拡張情報またはより詳細な情報を提供する機能のうちの１つ以上の形式であってもよ
く、および／またはその機能のうちの１つ以上を提供するために利用されてもよい。
【００７８】
　図５は、パワーインジェクタにヘルプ機能性を提供するためのプロトコル１９０の一実
施形態を提示する。ヘルププロトコル１９０は、任意の適切なパワーインジェクタ（例え
ば、図１のパワーインジェクタ１０、図２Ａ～図２Ｃのパワーインジェクタ４０）によっ
て組み込まれてもよく、任意の適切な様式で実装されてもよい。本明細書の以下において
、ヘルププロトコル１９０について、図１のパワーインジェクタ１０に関連して述べる。
便宜上、ヘルププロトコル１９０について、単一のパワーインジェクタのグラフィカルユ
ーザインターフェース１１に関連して説明するが、当然ながら、ヘルププロトコル１９０
は、パワーインジェクタ１０が利用する場合に、複数のグラフィカルユーザインターフェ
ース１１上に実装されてもよい。



(27) JP 2013-240720 A 2013.12.5

10

20

30

40

50

【００７９】
　ヘルププロトコル１９０は、任意の適切な様式でヘルプが要求され得るステップ１９２
を含む。例えば、パワーインジェクタのグラフィカルユーザインターフェース１１上に提
示中の画面上のヘルプボタン１６０（例えば、図４Ａの設定画面１３０上のヘルプボタン
１６０）が、任意の適切な様式で選択／起動されてもよい。ステップ１９２の実行を介し
てヘルプが要求されると、パワーインジェクタ１０の状態が、ステップ１９４の実行を介
して決定される。パワーインジェクタ１０の代表的な状態には、パワーインジェクタ１０
の電源がオンであり、かつシリンジ２８がパワーヘッド１２上に設置されていない状態、
少なくとも１つのシリンジ２８がパワーヘッド１２上に設置されている状態、パワーヘッ
ド１２が上方に傾斜した位置にある状態、空気パージ動作が実行されている状態、空気パ
ージ動作が完了した状態、パワーヘッド１２が下方に傾斜した位置にある状態、パワーイ
ンジェクタ１０が使用可能になる準備が整った状態、パワーインジェクタ１０が使用可能
である状態、開存性確認注入が実行されている状態、開存性確認が完了した状態、滴下モ
ード注入が実行されている状態、滴下モード注入が終了した状態、タイミングボーラス注
入が実行されている状態、タイミングボーラス注入が完了した状態、注入が実行されてい
る状態、注入が中断された状態、注入が失敗した状態、注入が完了した状態、各シリンジ
２８がパワーヘッド１２から取り外された状態、「シリンジプランジャ駆動アセンブリ１
４を元の位置に戻す」動作が実行されている状態、およびパワーインジェクタ１０が構成
される多数のシリンジ２８を受け入れる準備がパワーインジェクタ１０に整った状態が含
まれることが可能であるが、これらに限定されない。パワーインジェクタ１０は、単一の
システム画面がパワーインジェクタのグラフィカルユーザインターフェース１１上に提示
されている間に、複数の状態のうちのいずれかであり得る。パワーインジェクタ１０の状
態は、任意の適切な様式で決定され得る。
【００８０】
　図５のヘルププロトコル１９０のステップ１９４の実行を介するパワーインジェクタ１
０の状態の決定は、ステップ１９６の実行を介して、パワーインジェクタのグラフィカル
ユーザインターフェース１１上にヘルプ情報が表示されることをもたらし、これは、ヘル
プ出力として特徴付けられ得る。ステップ１９６の実行により表示されるヘルプ情報は、
パワーインジェクタ１０の現在の状態に関し、任意の適切な形式を有してもよく、任意の
適切な形式で提示されてもよい。
【００８１】
　複数のヘルプ出力が、図５のヘルププロトコル１９０を介して、パワーインジェクタの
グラフィカルユーザインターフェース１１上に提示されてもよい。言い換えると、ステッ
プ１９６の実行を介して提示されるヘルプ情報に関連して、１つ以上の相互参照が提供さ
れてもよい。各相互参照は、ヘルププロトコル１９０のステップ１９６により提示される
ヘルプ情報に何らかの形で関連し得る。
【００８２】
　パワーインジェクタ１０の操作者マニュアルのうちの１つ以上の該当節に対する相互参
照が、パワーインジェクタのグラフィカルユーザインターフェース１１上に提供され得る
。この特定の相互参照は、ステップ１９６の実行により提示されるヘルプ情報に基づいて
、図５のヘルププロトコル１９０のステップ１９８の実行を介して提供されてもよく、操
作者マニュアルの各該当節に対する相互参照が提供されることが含まれるがこれに限定さ
れない。一実施形態では、パワーインジェクタ１０の操作者マニュアルは、電子的に格納
され、パワーインジェクタのグラフィカルユーザインターフェース１１を介してアクセス
可能である。この場合、相互参照は、パワーインジェクタのグラフィカルユーザインター
フェース１１上に提示され、かつ任意の適切な形式で（例えば、グラフィカルユーザイン
ターフェース１１上の適切な範囲に触れることによって；グラフィカルユーザインターフ
ェース１１に関連するマウスを使用することによって）、起動され得る電子リンクの形式
であってもよい。別の実施形態では、パワーインジェクタ１０の操作者マニュアルのハー
ドコピーをヘルププロトコル１９０によって利用してもよく、この場合、図５のヘルププ
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ロトコル１９０のステップ１９８に従って、パワーインジェクタ１０の操作者マニュアル
の該当部分に対する相互参照は、アクティブである必要はないが、単に、該当節の表示ま
たは標示の形式であってもよい。
【００８３】
　図５のヘルププロトコル１９０のステップ１９６に従って表示されるヘルプ情報は、第
１の詳細レベルを有してもよい。ステップ１９６からのヘルプ情報に関する、より高い第
２の詳細レベルが、ステップ２００の実行を介して、パワーインジェクタのグラフィカル
ユーザインターフェース１１上に提示され得る（例えば、別のヘルプ出力）。ステップ２
００からのこのより詳細な情報は、任意の適切な様式でアクセスされてもよく、任意の適
切な形式を有してもよく、任意の適切な様式で提示されてもよい。一実施形態では、適切
なアイコンまたはその均等物（例えば、拡張ボタン）が、ステップ１９６を介して提供さ
れるヘルプ情報とともに提示され、任意の適切な様式で選択または起動されると、ステッ
プ２００に関連する詳細または拡張ヘルプ情報が生成される。
【００８４】
　図５のヘルププロトコル１９０のステップ１９６の実行を介して提示されるヘルプ情報
は、前述のように任意の適切な形式であってもよい。有益であり得るさらに別の相互参照
または関連するヘルプ出力は、ステップ１９６により提供されるヘルプ情報に関連し、か
つパワーインジェクタ１０の動作中にパワーインジェクタのグラフィカルユーザインター
フェース１１上に提示され得る１つまたは複数のシステム画面の形式である。この特定の
相互参照またはヘルプ出力は、ヘルププロトコル１９０のステップ２０２の実行を介して
提供される。ステップ２０２に関連する該当する１つまたは複数のシステム画面は、任意
の適切な時間に提示されてもよく、任意の適切な様式で始動されてもよい。一実施形態で
は、適切なアイコンまたはその均等物が、ステップ１９６を介して提供されるヘルプ情報
とともに提示され、任意の適切な様式で選択または起動されると、関連の１つまたは複数
のシステム画面がステップ２０２から生成される。別の実施形態では、ステップ１９６か
らのヘルプ情報は、一方のウィンドウ内、またはパワーインジェクタのグラフィカルユー
ザインターフェース１１の一方の範囲に提示されるが、該当するシステム画面は、別のウ
ィンドウ内、または同一のパワーインジェクタのグラフィカルユーザインターフェース１
１の別の範囲に提示される。
【００８５】
　図５のヘルププロトコル１９０のステップ１９６、１９８、２００、および２０２の各
々は、ヘルプ出力としての特徴を提示してもよい。ゆえに、ヘルププロトコル１９０は、
パワーインジェクタ１０の状態に関連する共通のヘルプトピックに関する複数のヘルプ出
力を提供してもよい。これらのヘルプ出力のうちの任意の２つ以上は、任意の適切な様式
で、かつ任意の適切な順番で提示されてもよい。ステップ１９８、２００、および２０２
の各々は、ステップ１９６の実行を介して提示されるヘルプ情報に対する相互参照として
の特徴を提示し得る。ステップ１９８、２００、および２０２からの相互参照のうちの任
意の１つ以上は、ヘルププロトコル１９０により利用されてもよく、このような各相互参
照は、任意の適切な様式で提示されてもよく、このような各相互参照は、任意の適切な順
番で提示されてもよい。
【００８６】
　図５のヘルププロトコル１９０は、ヘルププロトコル１１０内の任意の適切な位置に含
まれる１つ以上の出口ステップ２０４によって終了してもよい。ステップ２０４のこのよ
うな終了機能は、任意の適切な様式でアクセス／始動されてもよい。例えば、ヘルププロ
トコル１９０からの１つ以上のヘルプ出力を提示するパワーインジェクタのグラフィカル
ユーザインターフェース１１上の画面は、「閉鎖ボタン」、「ＯＫボタン」、またはその
均等物を含んでもよく、これらは、任意の適切な様式で選択／起動され得る。終了ステッ
プ２０４は、パワーインジェクタのグラフィカルユーザインターフェース１１上の任意の
適切な画面（例えば、ヘルププロトコル１９０の開始時に提示されていたシステム画面、
パワーインジェクタ１０の現在の状態に関連するシステム画面）に制御を戻してもよい。



(29) JP 2013-240720 A 2013.12.5

10

20

30

40

50

【００８７】
　進行画面の一実施形態が、図６に図示され、参照数字２１０によって識別され、多数の
状態のうちのいずれかにパワーインジェクタ１０があり得るパワーインジェクタのグラフ
ィカルユーザインターフェース１１上の画面を表す。図６の進行画面２１０は、デュアル
ヘッド型構成である、つまり対のシリンジ２８を利用する（一方のシリンジは、パワーイ
ンジェクタ１０の側面Ａを画定し、別のシリンジは、パワーインジェクタ１０の側面Ｂを
画定する）図１のパワーインジェクタ１０の場合のものである。パワーインジェクタのグ
ラフィカルユーザインターフェース１１上に進行画面２１０が表示中にパワーインジェク
タ１０があり得る状態に関する代表的なリストには、開存性確認注入が実行されている状
態、開存性確認が完了した状態、滴下モード注入が実行されている状態、滴下モード注入
が終了した状態、タイミングボーラス注入が実行されている状態、タイミングボーラス注
入が完了した状態、注入が実行されている状態、注入が中断された状態、注入が失敗した
状態、注入が完了した状態、およびパワーインジェクタ１０が失敗した状態が含まれる。
【００８８】
　図６の進行画面２１０は、概して、パワーインジェクタ１０により実行されている注入
処置の進行を表示する。任意の適切な様式で選択／起動され得る種々のボタンまたはキー
が、任意の適切な機能または機能の組み合わせを提供するために、進行画面２１０上に含
まれてもよく、停止ボタン２１２（例えば、パワーインジェクタ１０の動作、より具体的
には、パワーインジェクタ１０からの流体の送達を停止するため）ならびにヘルプボタン
１６０（例えば、図３のヘルププロトコル１１０を始動するため、図５のヘルププロトコ
ル１９０を始動するため）が含まれる。また、進行画面２１０は、１）パワーインジェク
タ１０の側面Ａおよび側面Ｂの各々のための、対応する側面からの流体の送達時を標示す
るために点滅し得る注入インジケータ２１４、２）パワーインジェクタ１０の側面Ａおよ
び側面Ｂの各々のための、関連するシリンジ２８に残る体積量を標示する残体積インジケ
ータ２１６、３）パワーインジェクタ１０の側面Ａにおいてプロトコルが利用する２つの
位相の各々のためのプログラム流動インジケータ２１８と、パワーインジェクタ１０の側
面Ｂのためのプログラム流動インジケータ２１８とであって、各プログラム化流動インジ
ケータ２１８は、パワーインジェクタ１０が実行中の現在のプロトコルについて、対応す
るプログラム流量を表示するプログラム化流動インジケータ２１８、４）パワーインジェ
クタ１０の側面Ａにおいてプロトコルが利用する２つの位相の各々のためのプログラム体
積インジケータ２２０と、パワーインジェクタ１０の側面Ｂのためのプログラム体積イン
ジケータ２２０とであって、各プログラム体積インジケー２２０は、パワーインジェクタ
１０が実行中の現在のプロトコルについて、対応するプログラム流量を表示するプログラ
ム体積インジケータ２２０、５）注入処置の開始から経過した時間量を示す経過時間イン
ジケータ２２２、６）パワーインジェクタ１０と組み合わせて使用するスキャナを操作者
が正確に遅延させるように、注入の開始からカウントダウンされる時間を示すための走査
遅延インジケータ２２４、ならびに７）現在の圧力および事前設定された圧力制限値を示
し得る圧力インジケータ２２６（垂直線は、事前設定された圧力制限値を表し、水平線は
現在の圧力を表す）も含む。
【００８９】
　図４Ａの設定画面１３０の場合と同様に、進行画面２１０は、進行画面２１０上に提示
されるオブジェクト２１２～２２６のうちの任意の１つ以上のための情報またはヘルプア
イコン１６６を含み（例えば、情報アイコン１６６は、進行画面２１０の任意の表示部分
に関連して提示され得る）、進行画面２１０上に提示されるオブジェクト毎に情報アイコ
ン１６６を提示することを含むがこれに限定されない。例えば、特定のプログラム流動イ
ンジケータ２１８の情報アイコン１６６を選択することによって、関連のヘルプ情報が表
示され得る（例えば、図３のヘルププロトコル１１０のステップ１１６に従って）。進行
画面２１０上の経過時間インジケータ２２２の情報アイコン１６６を選択することによっ
て、関連のヘルプ情報が表示され得る（例えば、図３のヘルププロトコル１１０のステッ
プ１１６に従って）。
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【００９０】
　図７は、パワーインジェクタにヘルプ機能性を提供するためのプロトコル２３０の一実
施形態を提示する。ヘルププロトコル２３０は、任意の適切なパワーインジェクタ（例え
ば、図１のパワーインジェクタ１０、図２Ａ～図２Ｃのパワーインジェクタ４０）によっ
て組み込まれてもよく、任意の適切な様式（例えば、ソフトウェア、ハードウェア、ファ
ームウェア、およびそれらの任意の組み合わせ）で実装されてもよい。本明細書の以下に
おいて、ヘルププロトコル２３０について、図１のパワーインジェクタ１０に関連して述
べる。便宜上、ヘルププロトコル２３０について、単一のパワーインジェクタのグラフィ
カルユーザインターフェース１１に関連して説明するが、当然ながら、ヘルププロトコル
１１０は、パワーインジェクタ１０が利用する場合に、複数のグラフィカルユーザインタ
ーフェース１１上に実装されてもよい。
【００９１】
　パワーインジェクタ１０は、設定モード（例えば、注入処置の実行を制御するためのプ
ロトコルが、作成、編集、および／または、メモリから取り出され得るモード）と、注入
または流体送達モード（例えば、一定のプロトコルに従って注入処置が実行され得るモー
ド）として特徴付けられるモードで動作されてもよい。図７のヘルププロトコル２３０は
、パワーインジェクタ１０の動作の別のモードを提供する。この点に関し、ステップ２３
２は、パワーインジェクタ１０の動作のヘルプモードを選択することを対象とする。ステ
ップ２３２は、任意の適切な様式で、例えば、パワーインジェクタのグラフィカルユーザ
インターフェース１１上に提示されるシステム画面上のヘルプモードボタンまたはキー１
６２（例えば、図４Ａ）を選択／起動することによって実行され得る。動作のヘルプモー
ドがステップ２３２を介して選択されると、システム画面がヘルププロトコル２３０のス
テップ２３４において選択され、その後、ヘルププロトコル２３０のステップ２３６の実
行を介して、パワーインジェクタのグラフィカルユーザインターフェース１１上に表示さ
れる。
【００９２】
　パワーインジェクタ１０のシステム画面は、図７のヘルププロトコルのステップ２３４
において、任意の適切な様式で選択されてもよい。例えば、ステップ２３２を介してパワ
ーインジェクタ１０の動作のヘルプモードを入力すると、システム画面のリストが任意の
適切な様式で提供され、その後、任意の適切な様式で特定のシステム画面を選択してもよ
い。別のオプションとして、ユーザが種々のシステム画面を単にスクロール可能であるこ
とが挙げられる。いずれの場合においても、ステップ２３６に従ってシステム画面がパワ
ーインジェクタのグラフィカルユーザインターフェース１１上に表示された状態で、本シ
ステム画面上に提示される１つ以上のオブジェクトは、プロトコル２３０のステップ２３
８の実行を介して、任意の適切な様式で選択されてもよい。例えば、情報アイコン１６６
が、システム画面（例えば、図４Ａ）上に含まれる１つ以上のテキスト表現および／また
はグラフ表現の隣に提示されてもよく、これは、任意の適切な様式で選択可能である。
【００９３】
　パワーインジェクタのグラフィカルユーザインターフェース１１によりシステム画面上
に提示されるオブジェクトの選択は、ステップ２４０の実行を介して表示される関連のヘ
ルプ情報をもたらす。ステップ２４０からのヘルプ情報のこの提示は、テキスト記述を含
むがこれに限定されない任意の形式であってもよい。
【００９４】
　複数のヘルプ出力が、図７のヘルププロトコル２３０を介して、パワーインジェクタの
グラフィカルユーザインターフェース１１上に提示されてもよい。言い換えると、ステッ
プ２４０の実行を介して提示されるヘルプ情報に関連して、１つ以上の相互参照が提供さ
れてもよい。各相互参照は、ヘルププロトコル２３０のステップ２４０により提示される
ヘルプ情報に何らかの形で関連し得る。
【００９５】
　パワーインジェクタ１０の操作者マニュアルのうちの１つ以上の該当節に対する相互参
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照が、パワーインジェクタのグラフィカルユーザインターフェース１１上に提供され得る
。この特定の相互参照は、ステップ２４０に従って表示されるヘルプ情報に基づいて、図
７のヘルププロトコル２３０のステップ２４２の実行を介して提供されてもよく、操作者
マニュアルの各該当節に対する相互参照が提供されることが含まれるがこれに限定されな
い。一実施形態では、パワーインジェクタ１０の操作者マニュアルは、電子的に格納され
、パワーインジェクタのグラフィカルユーザインターフェース１１を介してアクセス可能
である。この場合、相互参照は、パワーインジェクタのグラフィカルユーザインターフェ
ース１１上に提示され、かつ任意の適切な形式で（例えば、グラフィカルユーザインター
フェース１１上の適切な範囲に触れることによって；グラフィカルユーザインターフェー
ス１１に関連するマウスを使用することによって）起動／選択され得る電子リンクの形式
であってもよい。別の実施形態では、パワーインジェクタ１０の操作者マニュアルのハー
ドコピーをヘルププロトコル２３０によって利用してもよく、この場合、図７のヘルププ
ロトコル２３０のステップ２４２に従って、パワーインジェクタ１０の操作者マニュアル
の該当部分に対する相互参照は、アクティブである必要はないが、単に、該当節の表示ま
たは標示の形式であってもよい。
【００９６】
　図７のヘルププロトコル２３０のステップ２４０に従って表示されるヘルプ情報は、第
１の詳細レベルを有してもよい。ステップ２４０からの表示されたヘルプ情報に関する、
より高い第２の詳細レベルが、ステップ２４４の実行を介して、パワーインジェクタのグ
ラフィカルユーザインターフェース１１上に提示され得る（例えば、別のヘルプ出力）。
ステップ２４４からのこのより詳細な情報は、任意の適切な様式でアクセスされてもよく
、任意の適切な形式を有してもよく、任意の適切な様式で提示されてもよい。一実施形態
では、適切なアイコンまたはその均等物（例えば、拡張ボタン）が、ステップ２４０を介
して提供されるヘルプ情報とともに提示され、任意の適切な様式で選択または起動される
と、ステップ２４４に関連する詳細または拡張ヘルプ情報が生成される。
【００９７】
　ヘルプ情報は、ステップ２３４に関連する現在のシステム画面上に提示され、かつヘル
プ情報が利用可能になっているオブジェクトのうちの任意の１つ以上について、前述に従
って読み出されてもよい（例えば、「閉鎖ボタン」、「ＯＫボタン」、またはその均等物
を選択または起動することによって）。ヘルプ情報は、パワーインジェクタ１０が利用中
のシステム画面の各々について、前述に従って読み出されてもよい。例えば、ヘルププロ
トコル２３０のステップ２４６は、ステップ２３４に制御を戻してもよく、この場合、前
述に従って別のシステムを選択してもよい。図７のヘルププロトコル２３０は、ヘルププ
ロトコル２３０内の任意の適切な位置に含まれる１つ以上の出口ステップ２４８によって
終了してもよい。ステップ２４８のこのような終了機能は、任意の適切な様式でアクセス
／始動されてもよい。例えば、ヘルププロトコル２３０からの１つ以上のヘルプ出力を提
示するパワーインジェクタのグラフィカルユーザインターフェース１１上の画面は、「閉
鎖ボタン」、「ＯＫボタン」、またはその均等物を含んでもよく、これらは、任意の適切
な様式で選択／起動され得る。出口ステップ２４８は、パワーインジェクタのグラフィカ
ルユーザインターフェース１１上の任意の適切な画面（例えば、パワーインジェクタ１０
のメイン画面または立ち上げ画面）に制御を戻してもよい。
【００９８】
　図８は、任意の適切なパワーインジェクタが利用し得るパワーインジェクタ制御論理２
５０の一実施形態を提示する。パワーインジェクタ制御論理２５０は、任意の適切な形式
および／または構成であってもよく、例えば、ソフトウェアは、任意の適切な様式で実装
または統合されるか、またはその両方であってもよい（例えば、例えばパワーインジェク
タソフトウェアにおいて；ソフトウェア、ハードウェア、ファームウェア、およびそれら
の任意の組み合わせによって実装される）。一実施形態では、制御論理２５０の機能性は
、任意の適切なサイズ、形状、構成、および／または種類の１つ以上のプロセッサによっ
て提供される。一実施形態では、制御論理２５０の機能性は、任意の適切なサイズ、形状
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【００９９】
　パワーインジェクタ制御論理２５０は、流体送達論理２５２、ヘルプ論理２５４、およ
びヘルプモード論理２５６を含む。流体送達論理２５２は、注入処置を含む、パワーイン
ジェクタ制御論理２５０を利用するパワーインジェクタの流体の送達の１つ以上の側面を
制御するために利用されてもよい。したがって、薬液用途では、論理２５２は、薬液送達
論理２５２と呼ばれ得る（例えば、患者（例えば、ヒト、動物）等の流体標的に流体を提
供するためのものであって、注入含むがこれに限定されない）。ヘルプモード論理２５４
は、上述のヘルププロトコル１１０および１９０のうちの１つ以上を利用してもよい。ヘ
ルプモード論理２５６は、上述のヘルププロトコル２３０を利用してもよく、次いで、上
述のヘルププロトコル１１０および１９０のうちの１つ以上を利用してもよい。パワーイ
ンジェクタ制御論理２５０は、流体送達論理２５２、ヘルプ論理２５４、およびヘルプモ
ード論理２５６に関連する機能性を提供するために、任意の適切な構成を有してもよい。
【０１００】
　本発明の前述の説明は、例証および説明の目的のために提示されている。さらに、本説
明は、本明細書に開示される形式に本発明を限定するように意図されるものではない。結
果として、上述の教示、ならびに当該分野の技術および知識に相当する変形や修正は、本
発明の範囲内となる。さらに、上述の実施形態は、本発明を実践する周知の最良の形態を
説明し、このような実施形態または他の実施形態において、本発明の特定の用途または使
用によって必要とされる種々の修正とともに、当業者に本発明を利用可能にするものとし
て意図される。添付の請求項は、従来技術によって許容される範囲において、代替実施形
態を含むものと解釈されることが意図される。

【図１】 【図２Ａ】
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【図３】 【図４Ａ】



(34) JP 2013-240720 A 2013.12.5

【図４Ｂ】 【図４Ｃ】

【図５】 【図６】



(35) JP 2013-240720 A 2013.12.5

【図７】 【図８】



(36) JP 2013-240720 A 2013.12.5

【外国語明細書】
2013240720000001.pdf


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	foreign-language-body

